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. [A] failure to understand that creativity is essential to the whole of life 
can lead to a “mechanical， repetitious order" in society at large. Consequent-
ly， any given culture (including our own) may disintegrate， not only because 
of external forces and pressures， but also due to the “internal decay" that 
accompanies the dissipation of the creative impulse."l) 
- Lee Nichol and David Bohm 
. [G]enetic diversity enhances a population's ability to adopt to a changing 
environment. . How does talent diversity work in relationship to a coun-
try's prosperity? First， different talents complement each other. .. Second， 
talent diversity breeds innovation and encourages innovators. . Third， 
talent diversity prepares societies for change. . ，2) 
Young Zhao 
本稿は F日本再生へ向けて一個人と社会の自己変革(仮題)0 の序章として
書かれたものである O 序章では本書の総論を提示し，本書の主題と自的と内容
について概観する O 本書の主題は日本の危機であり，特に日本の没落と再生に
関する問題を中心に考察する。本書の自的は，日本が直面している危機の本質
1) Forward by Lee Nichol in Bohm， David， On Creativity (2nd edition)， Routledge. 
2004， (p. xxii)より引用。 DavidBohmの発言 (p.133)も併せて参照。
2) Zhao， Y oung. Catc hing印 orLeading the Way， ASCD. 2009， (p.51-3)，より51用。
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を探究することを通じて，日本没落の原因を明らかにし，日本再生への道を提
示することにある O この目的を達成するには，特定の専門分野の知識の利用だ
けでは不十分であり，社会科学および人間科学を中心にi幅広い分野の知識を多
角的に応用していく必要があるO なぜならば，日本の危機をひとつの観点から
だけ見ていたのでは，危機の一側面しか認識することができずヲ危機の本質を
理解することができないからである O そして，危機の本質を理解できなければ，
日本没落の原因と日本再生への道を明らかにすることもできないからである O
したがって，本書では学際的アプローチを通じて，日本の没落と再生に関する
問題について探究して行くことになる O
日本没落の事実を認識するには，呂本経済の過去の実質成長率の変化を確認
してみれば十分である O 戦後，日本経済は1955年頃には戦前の水準まで回復し
その後の成長率の推移を見ると， 1956 -70年には年率10%に近かったものが，
1971-90年には年率4%に低下し， 1991-2010年には年率 1%以下にまで急、速
に下落している O 以前は「日本経済の奇跡」とか I{憂れた日本的経営」とか
IJ apan as No.1Jとか 121世紀は日本の世紀」などと世界の賞賛の的であっ
た日本経済が， 1990年に起こったバブル崩壊以降，ほとんど成長を停止してお
り深刻な長期低迷に陥っている O 実際，バブル崩壊後の日本経済のパフォーマ
ンスは世界主要国の中で最低で、ある O 一方，長期停滞する日本とは対照的に，
近年，新興市場を含む世界経済はグローバル化を通じて急速に経済発展を達成
してきているO その結果，政治経済の分野のみならず，より広範な分野におい
て世界における日本の相対的地位の凋落が顕著で、ある O
1970年代以降の日本の政治，経済，経営の失敗の蓄積が今日の任本没落につ
ながったという事実に関しては疑う余地がない。例えば， 1970年代から加速し
始めた期政投融資や特別会計を通じた金融資本市場における公的部門の拡大(金
融社会主義)は，官製経済(統制経済，計画経済)による非生産的な資金循環
と各種天下り法人を中核とした既得権益システムの拡大を通じて，日本経済の
成長率を低下させてきた3)O 加えて， 1985年のプラザ合意以後の急激な円高対
策として行われた金融緩和政策と銀行を中心とする放漫企業経営が1990年に頂
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点に達するバブル経済をもたらし，さらに1990年のバブル崩壊と不良債権問題
に対する政官業(政治家，官僚，経営者)の対応の失敗が，その後の日本に「失
われた20年」と呼ばれる長期低迷をもたらしたこともよく知られている4)O
しかし，日本没落の原閃は単なる政治戦略や経済政策や企業経営の失敗の次
元に止まるものではない。日本が直面している危機は，政治と経済と経営を立
て直せば解決するような問題ではない。もちろん，それらの立て直しと改革は
日本再生のための必要条件ではある O しかし，それらが十分条件であるとはい
えない。日本没落の原因が政治，経済，経営の面における単なる失敗の問題で
務わらないところに，実は日本問題の深刻さがある O 言い換えると，政治・経
済・経営の失敗と呂本経済の凋落は表層現象であり，これらの表層現象の背景
にはより根源的な吾本没落の原閣が存在する O そして日本没落の深層原因を明
らかにすることによってのみ，本当の意味での呂本再生への道が見えてくるの
であるO
3 )事実，政府の財投・資金運用部残高や特閉会計残高が対 GDP比で急速に増大し
始めたのは1970年代からであり，日本経済の成長率および全要素生産性 (TFP)
が急速に下落し始めた時期と一致しているO さらに， 1990年のバブゃル崩壊以降は，
マンデル・ブレミング理論によれば効果がないにもかかわらず，景気対策のため
に拡大財政政策を継続することによって政府部門の拡大が続いた。 1970年代以降
の金融社会主義とでも呼ぶべき財政投融資や特別会計などの公的部門を通じた非
生産的な資金循環の拡大については，例えば，猪瀬直樹IF'日本国の研究Jl，文義
春秋， 1997年;高橋洋一IF'財投改革の経済学Jl，東洋経済新報社， 2007年，など
が分析しているO 加えて，日本の産業構造が生産性の低い分野から高い分野へシ
フトできなかった問題については，宮1努IF'日本経済の生産性革新Jl，日本経済
新聞社， 2005年，を参照。また， 1940年前後に国家権力によって作られた中央集
権的な「戦時経済体制Jがそのまま戦後も存続したことが日本が直面している構
造問題の背景にあるという指摘に関しては，野口悠紀雄， iF'I940年体制Jl，東洋経
済新報社， 1995， 2010年，を参照0
4 )奥村洋彦IF'現代日本経済論一「バブル経済J の発生と崩壊Jl，東洋経済新報社，
1999年;松村1I皮夫，奥野正寛(編)， IF'平成バブルの研究(上・下)Jl，東洋経済新
報社， 2002年;岩田規久男，宮1努(編)， IF'失われた10年の真理は何かJl，東洋
経済新報社， 2003年;松村岐夫IF'平成バブル先送りの研究Jl，東洋経済新報社，
2005年;小1一夫IF'r失われた十年」の真実一実体経済と金融システムのキ目克Jl， 
東洋経済新報社， 2009年;朝日新聞「変転経済」取材班IF'失われたく20年>Jl，
岩波書宿， 2009年，など参照。
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仁先主機iこ 国本
日本が底面している危機の本質は何か。日本没落の原因は何か。またラ 日本
が再生するためには何が必要か。これらの向いに対する答えを見つけ出すため
には，日本の危機のさまざまな側面を正しく認識することから始めなくてはな
らない。なぜならば，日本の危機の多くの側面を分析することによって，それ
らの備面の背景に存在する共通の要因が見えてくるからである O そして，その
共通の要因が日本が直面している危機の本質を理解するための手がかりを与え
てくれると同時にヲ日本再生へ向けて取るべき行動に関しでも示唆を与えてく
れるからである O したがって，われわれの探究はEI本が直面する危機に関連す
るさまざまな現象を分析することを通じてラ日本問題の本質に接近して行く方
法を採ることになる。それではラ日本の危機のさまざまな側面とそれらに関連
する社会現象を確認していくことから探究を始めることにしよう O
自立主のガラパゴ、ス化(世界環境への適応障害)
日本のガラパゴス化が進行している O ガラパゴス化とは，もともと，南東太
平洋上にあるガラパゴス諸島に住んでいる草食動物イグアナのように，世界か
ら隔離した島の中で独自の進化をとげラその結果，世界環境から希離していく
現象を表現した言葉である5)O さらに，ヤギなどの外来種がイグアナの主食で
あるサボテンを食いつぶすことによって国内資源が減少していくのにもかかわ
らず，孤立した烏から抜け出すこともできずにラ次第に生息数が減少し生命力
が衰退していく内向きな状況を表現した言葉でもある。
ガラパゴスイヒという概念を日本の現状に当てはめれば， 日本独特の社会慣腎
5 )ガラパゴス化する日本の危機を指摘した参考文献には，例えば9 吉1尚宏『ガラ
パゴス化する日本ゎ講談社現代新書， 2010年;中根千枝w'適応の条件一日本的
連続の思考Jl，講談社現代新書， 1972年，などがあるD 日本のガラパゴス化に関
連する参考文献として r地政学的辺境性が旺本人の思考と行動を規定しているJ
と論じる内田樹w'日本辺境論ゎ新潮新書 (336)，2009年，があるO
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と日本語という非常に眠られた島田環境に適応することに特化した多くの日本
人は?多様な適応能力を学習しながら人間として自ら成長する機会を硬直化し
た日本社会によって奪われてきたといえる O その結果ヲ日本以外の社会環境に
対する適応能力が非常に眠られておりラグロ}パル化と知識社会化と呼ばれる
きな環境変化の下ではヲ新しい世界環境に適応できずに人びとの活力が衰え
人口も減少していくことになる O 問時に，日本独特の島出環境は日本人以外の
人びとに対して排飽的な社会環境となり大きな参入障壁となっている。それに
よって日本と世界の君主離がますます進むことになる O 日本の常識が世界の常識
から君主離している状況9 日本がグ口一パル住および知識社会化という世界の歴
的変化から取り残されている状況ヲ日本社会が排他的で内向きなために関
感に忽まれている状況，そして日本に住んで、いる人びとの生が衰退している状
況?これらがガラパゴス化という言葉が指摘する日本の現状である O
い換えると， 日本のガラパゴスイヒとは?世界のグローパル化と知識社会化
という人類にとって大きな歴史的変化の中でヲ百本の政治家もヲ官僚もヲ企業
もラジャーナリズムもラ地方も，学校札そして何より日本人ひとり一人が新
しい世界環境への対応に失敗している状況を表わす言葉である O ガラパゴス化
という言葉が指摘する諮問題は歩急速に変化する世界環境の中で各主体がいか
に行動していくべきかヲいかに自己変革して行くべきか，というわれわれひと
り一人の人生に直結する大きな課題を突きつけているのである O それではラ次
に，これら各主体がどのようにして新しい世界環境への適応に失敗しているか
を具体的に見ていくことにしよう O
日本政府は，相変わらず官僚主導の下でヲ法令による規制によって社会をコ
ントロールできると思い込んでいるO 社会の枠組みを変えれば中身も変わると
思い込んでいるO かれらはヲ恋意的で不必要な規制が多くなればなるほど，人
びとから思考能力を奪いとることになりヲ主体性と創造力さらには生きる意欲
を表退させることに気がついていない。日本が先進国の段階に到達した後ラ主
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体性と創造力がなければ，それから先には発展できないことに気がついていな
い。不必要な法令をたくさん作って人びとの自由な創意工夫を制限すればする
ほど，日本が経済的そして文化的に発展するために必要な民間活動の足を引っ
張ることに気がついていない。盲目的な「法令遵守」を強制すれば9 日本人全
体を思考停止に追い込み，人びとの自由な活動を抑制しコンブライアンス不
況と呼ばれる景気低迷をもたらすことに気がついていない6)O そして，国内に
しか通用しない法令で社会を規制しようとすればするほど，外出企業は日本か
ら離れて香港やシンガポールや上海などにアジア拠点を霞くようになりヲまた
日本の優良企業もより大きな市場を求めて海外へ活動拠点を移す7)。その結果，
日本国内のガラパゴス化は一層加速することになる O
B本企業は，海外で積極的に競争せざるを得ない国際企業を例外として除く
と，その他の多くの国内企業は，各種接待にお金を使い，天下り役人を受け入
れ，政治資金を支払い，その見返りとして国内市場を外国企業または国内の新
興企業による競争から政府によって守ってもらうことに専念している O また，
時には談合を通じて，政府の公共事業や官僚が作った特殊法人，認可法人，公
益法人，独立行政法人などの支出の受け皿になることに専念している O 国際競
争を強いられる企業(電気，機械，自動車などの輸出産業)の生産性の上昇と
は対照的に，国内市場が政府の規制や許認可権によって保護されている産業(農
業，医療，金融，教育，社会保障関連のサービス業などの国内産業)の生産性
は向上しない。なぜならば，国内における市場競争の不在によって生産性を向
上させようとするインセンテイブが働かないからであるO しかも，生産性が上
昇している輸出産業は B本経済全体の10~15%桂度しか占めておらず，残り 85
6 )郷原信郎Ii法令遵守が日本を滅ぼすJj，新潟新書， 2007年;郷原信郎Ii思考停
止社会一「遵守」に蝕まれる日本Jj，講談社現代新書， 2009年;郷原信郎Ii組織
の思考が止まるとき一 γ法令遵守」から「ルールの創造」へJ，毎EI新聞社， 2011 
年，参照。
7 )もっと見え難く，しかもより効果的である参入障壁は，各省庁が独占的に所有し
ている各種許認可権と法的根拠のない行政指導であるO なぜならば，多くの許認
可および行政指導の執行には恋意的な裁量が含まれるからである O
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~90%の多くは生産性を上昇させるインセンテイブが働かない保護された国内
産業によって占められている O 要するに，日本企業の多くは国内での市場競争
を避けることによって既得権益化してしまっており，その結果，生産性を上げ
なければならない強いインセンテイブが生まれないのであるO 日本経済の成長
が止まった背景には，既得権益の拡大による市場競争の抑制を原因とする生産
性を向上させようとするインセンティブの欠如がある8)。
既得権益化している点においては，日本のジャーナリズムも例外ではない。
排他的かつ閉鎖的な「記者クラブ9)J の存在が示すように，真実を伝えるとい
う重要な機能を担っているジャーナリズムが既得権益化していては，日本が直
面する諸問題(もちろん既得権益化しているジャーナリズム自身の問題を含む)
の真実を人びとに知らせることができない。これでは日本に真の民主主義が根
付くのは難しい。なぜならば，真実を知らなければ人びとが自分で正しい判断
を形成することはできないからである O そして，人びとが自分で正しく判断す
ことができなければ民主主義は機能しないからであるO しかも，任本のジャー
ナリズムには，国民よりも権力に寄り添う傾向 Iメモ合わせ」に象徴される
ように同じような記事を横並びで書く傾向，他人の記事をクレジットを与える
ことなく使用する傾向など，ジャーナリズムの本来の姿に反する行動が顕著で
ある O 政府発表を鵜呑みにしてそのまま記事にするだけで，自分で取材した独
自の調査報告を発表することは例外的であるO これでは，ジャーナリズムが公
権力に対する監視役としての社会的役割を果たすことができない。さらに，国
際的に活躍している B本人ジャーナリストはほとんど皆無である O 多くの日本
8 )スイスの IMD(International Institute for Management Development)が毎年
発表する「世界競争力ランキング」によると， 2010年に日本は58カ問中27位に位
置しているO ところで1990年頃には日本は世界第1位にランキングされていた。
すなわち，過去20年の間に日本の}頓位が世界第 1位から27位にまで転落したので
あるO
9 )既得権益化したマスメディアの象徴が「記者クラブ」であるO 記者クラブ開題を
含む日本のジャーナリズムが直面する諸問題を指摘した参考文献として，例えば，
上杉隆 1ジャー ナリズ、ム崩壊Jl，幻冬舎新書， 2008年;長谷川幸洋 1日本国の
正体Jl，講談社， 2009年があるO
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人ジャーナリストの活躍の舞台は日本国内に限られている O 要するにヲ日本の
ャーナワズムは自らがすでにガラパゴス化している存在なのである O
日本の多くの地方はヲ若者に魅力的な職場を提供することができず9 大都市
への人材流
うではヲ
ことができない。 な人材を大都子百に取られるよ
の
すなわ -'9
様な
の に参加す
に配分してもらうかという
は，
した中央集権的な
いている O 実際， EI本の都道府
にも
びとの
らに 9 自本の;地方
けでラ実際にはグローパル化
央政府からいかに多くの補助金を地元
やしている O 言い換
と呼ばれる補助金と護送船田
よび税制によって地方を自らの支配下にお
央政府と地方政府の元役人で
いるという事実はラ日本では地方が中央政府に隷従し民間が役人組織
に隷従していることを如実に物語ってい，C)0 
日本の労働者にとってラグローパルイとが意味するところはヲ同じ仕事の実質
金水準が世界中間ーになるということである O すなわち 9 日本の労働賃金と
途上国の労働賃金はお互いに収束していくということである O 統合された世界
市場の中でラ賃金に関しでも一物一舗の法則が{動いてくるということであるO
したがって 9 グローパル化した世界で高い所得を得るには，世界市場の基準で
判断した労働者の生産性すなわち能力を向上させる以外に方法はない。教育と
学習を通じて個人の能力を上げていく以外に日本の労働賃金を上昇させる方法
はないのである O 言い換えると，グローパル化そして知識社会化した世界の中
で高い経済成長を達成するためには，個人個人の労働者としての能力すなわち
教育の質を向上させる以外に方法はない。ところがヲ日本の多くの個人はラ役
人や単純労働者を育成するのに適した教育すなわち与えられた仕事をマニュア
ル通りに正確に行うマニュアル人間を理想とした教育を受けており 9 新しいグ
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ローパルイヒした知識社会に適合した自分で考え判断し行動し自分で責任をと
るラという自立した人間としては教育されていないのが現実であるO
結局，日本の企業もジャーナリズムも地方も労働者も日本人一人ひとりがヲ
少数の例外を除いて，政府に頼らず自立して生きて行こうとする独立自尊の精
神に欠けているのである O その結果，多くの人びとが政府に頼るようになり，
役人による利権拡大と社会におけるさまざまな既得権益システムの拡大が続い
てきた。そして，日本経済における公的部門の拡大と民間部門への既得権益シ
ステムの広範な浸透は，自由な市場競争を阻害することによって生産性上昇率
の低下すなわち経済成長の停滞をもたらしたのである O つまり，官僚主導の下
で，日本経済の社会主義化および臼本社会の全体主義化が進行してきたのであ
るO 人びとは自ら独立自尊の精神を放棄する代わりに，政府や企業から援助を
受け取るという形でラ個人の人生を組織に丸投げするという形でラ舗を全体に
隷従させる人生を歩んできたのである O それは，自分で考え判断し行動する，
そして自分で責任をとるという人間本来の存在様式の否定につながるO すなわ
ち，多くの日本人は自ら思考することを放棄し無条件に tからの命令または
世間の常識に従って行動することにより，自由からの逃避の道を歩んできたの
である 10)O
本の利権政治と官僚社金主義
政治家は，独立自尊の精神を欠いた国民からのさまざまな要求に応えるべく，
多種多様な利益集団に補助金を配分し赤字国債を連発することが民主主義だと
勘違いしている O その結果ヲ国債残高が1000兆円すなわち国民金融資産の三分
のこを超える水準に近づいてくるとヲ今度はさらなる増税で対応しようとするO
い換えると，政府は「国民のため」という大義名分の下で，国民金融資産の
三分のごを利用してきたのである O 本来，経済成長の原動力となる民間部門に
10)エーリッヒ・フ口ム(日高六郎訳)， ['自由からの逃避dl，東京創元社， 1965年;
Fromm， Erich， EscaβejトomFreedom， Henry Holt & Co.， 1997，参照。
66 商学討究第62巻第 1
よって投資に利用されるべき国民金融資産の大部分が喚政府によって非生産的
な自的のために利用されてきたのである O その結果9 日本政府は世界に類を見
ない700兆円にもおよぶ莫大な資産を所有している O 百本の政府資産残高はヲ
対 GDP 比で国際比較した場合ヲ米国の10倍ヲヨーロッパ諸国の 4~5 倍ほど
に到達する大きさである11)。ストックの視点から見た場合?日本政府:は例外
的に大きな政府なのである O その多くは官僚の天下り先確保のために存在す
各種官業組織(財政投融資や特別会計から資金を得ている公的金融機関や各種
特殊法人など)によって保有されている Oこれらの多くはすでに存在意義を失っ
たか，もしくは民間企業と競合する時代遅れの遺物である O その結果ヲ成長の
原動力であるべき民業部門が相対的に縮小しヲ逆に政府が直接または間接にコ
ントロールする官業部門が拡大してきたのである O 要するに，先進国に仲間入
りした後になっても，日本経済の中における相対的シェアとしてヲ公的部門が
拡大し民間部門が萎縮してきたのある12)O
これではヲ先進国の段階に入った途端に 9 日本の経済成長率が低下するのは
必然的結果であるO なぜならばヲ民間企業は利益を上げなければ市場から退場
させられるのでヲ民間部門の利益率は平均してプラスでなければならない。他
方ラ公的企業はそもそも利益を上げることが目的ではないので，公的部門の利
益率は平均してマイナスになる 13)O もちろんヲ公的部門のマイナスは国民の
11)高橋洋一 1財投改革の経済学dl，東洋経済新報社， 2007年;高橋洋 1バラン
スシートで考えれば， iE界のしくみが分かるわ光文社新書， 2010年;高橋洋一，
r消費税「増税」はいらない!dl，講談社， 2010年，などを参照。
12)経済学の観点から見ると，特別会計を含む巨額な一般政府支出が，生産性の高い
民間部門から生産性の低い(または生産性マイナスの)公的部門への政府による
強制的資金移動を通じて，日本経済の成長の足を引っ張っている，ということに
なるO 宮川努 1日本経済の生産性革新ゎ日本経済新聞社， 2005年，参照。さら
に，政府は多くの許認可権や行政指導という手段を使って民間の経済活動に介入
しているO これらの資金的および行政的な政府による経済活動に対する介入は，
20世紀末に，世界中の社会主義@共産主義諸国が次から次へと経済的停滞によっ
て没落していった典型的なパターンと同じであるO
13)法令により独自権を得た公的企業がフ。ラスの利益を上げているケース(例えばヲ
道路公団や自賠責保険など)もあるが，それは設定価格が高すぎることから生じ
る独占利益であり，本来は偏格を下げて国民に利益を還元すべきものである。
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税金で補填されることになる O ところでヲ途上国の段階ではインフラ整備など
の政府事業と民間事業の間に戦略的補完関係が成立し得るがヲそれは先進国の
段階に入ると戦略的代替関係に変化していく 14)O すなわちヲ政府と民間事業
は経済発展とともに次第に補完関係から代替関係そして競合関係へと移行して
いくのである O したがってヲ先進国の段階において公的部門のシェアが拡大し
民間部門のシェアが縮小することになればヲ経済全体の成長率は必然的に低下
することになる O しかも，利益を上げなければならない民間企業とは対照的にヲ
予算に基づいて活動している官業組織の目的はヲ生産性を上げることではなく，
より多くの予算を獲得することに傾いていく 15)O そして，より多くの予算を
獲得することが目的になるということは，結果的にヲより多くの無駄すなわち
経済全体の生産性の上昇につながらない自的のために資金が使われることにな
るO
政府に保護された民間企業の既得権益についてはすでに指摘したがヲそれと
関連する既得権益の増大は官僚組織においてより深刻な問題となっている O な
ぜならば，各省庁は毎年国会の実質的審議を経ずに使用できる巨額な特別会計
(一般会計aの 3~4 倍)を保有しているからである O そして，特別会計の下に，
い換えると，公的独占企業が適正に運営されていれば利益率はゼ、口になるO した
がって，その他の大多数の公的企業はそもそも赤字体質なので，公的部門全体と
しては利益率が必然的にマイナスとなるO
14)途上国の段階では政府と民間の関に戦略的な相互補完関係が成立し先進国の段
階では両者の関に戦略的な相互代替関係が成立する O すなわち，途上国の段階で
は政府事業が民間事業に対して呼び、水的効果を発揮することができるが，先進国
の段階では政府事業と民間事業は競合的するようになるO その結果，政府事業の
拡大が民間事業を次第に圧迫し抑制するようになってくるO これは，成長会計分
析における全要素生産性 (TFP)の低下として現われる。したがって，ここか
ら導き出される重要な政策的合意は，政府の経済的役舗が途上国と先進国の段階
では全く異なってくる，ということである。
15)予算によって運営される公的機関不振の原因については，例えば， ドラッカ
P. F.， Uマネジメントー基本と原則』ヲダイヤモンド社， 2001年，第2章(公的機
関の成果)で明快に説明されているO 日本の場合には，さらに各種天下り法人の
拡大維持という要因が追加されることになるために公的機関の問題はより深刻な
状況にあるO
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特殊法人や認可法人や公益法人や独立行政法人や特別民間法人などの各種天下
り法人を多数作り，さらにそれら法人の傘下に多くの天下りファミリー企業群
を作ってラ巨大な官僚社会主義部門を日本経済の中に形成しているからである O
官僚にとって，自分や同僚の第二，第三の人生の受け皿である特殊法人などの
天下り法人を次から次へと増設し維持していくことは 9 彼らの利権確保にとっ
て重要なことである O 官僚の人生は所属組織に丸投げの人生でありヲ組織の指
示のままに働く自立性のない人生であるO それはまさに組織に隷従した人生の
典型である O しかし，自立性の放棄の代わりに，天下りの受け皿を組織から提
供してもらうことによって生活の安定と社会的地位が得られ，同時に組織への
忠誠を誓う仕組みになっているO
もちろんヲ官僚の既得権益システムの拡大が問題なのは，官僚の人生が組織
に隷従した人生になるという人間としての存在様相に関する是非の問題に加え
てヲ国民資産の膨大な無駄遣いと日本経済の成長率の低下を引き起こす点にあ
るO 特別会計を中心に既得権益システムを拡大している官僚組織は，日本経済
の中に非効率な社会主義経済部門を形成している O そこでは，政府の一般会計
からの資金に加えて，その何倍もある巨額な特別会計からの資金が国会に諮る
ことなく不明瞭な形で大量につぎ込まれている。その結果，特殊法人，認可法
人，公益法人，独立行政法人，特別民間法人と呼ばれる各種天下り法人とそれ
らの傘下にある系列ファミリー企業群の存在が，官僚組織による既得権益の温
床になっているのである 16)。これら各種法人と系列企業の内実に関しては，
16)官僚の既得権益と特別会計の関係については，猪瀬直樹 1日本国の研究J]，文義
春秋， 1997年;石井紘基 1日本を喰いつくす寄生虫一特殊法人・公益法人を全
廃せよ!J]，道出版， 2001年;石井紘基 1自本が自滅する日一官製経済体制が国
民のお金を食い尽くすわ PHP研究所， 2002年;北沢栄 1官僚社会主義-B本
を食い物にする自己増殖システムJ]，朝日新聞社， 2002年;北沢栄 1亡国予算一
閣に消えた「特別会計JJ]，実業之日本社， 2009年;北沢栄 1官僚利権一国民に
は知らされない霞ヶ関の裏帳簿ゎ実業之日本社， 2010年;高橋洋一ヲ『さらば財
務省!J]，講談社， 2008年;若林亜紀 1国破れて霞が関ありJ]，文義春秋， 2009 
年;長谷川幸洋 1日本国の正体J]，講談社， 2009年，などがさまざまな具体例を
あげて説明している。霞が関で「専務理事政策」と呼ばれている天下り先拡大政
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各省庁の裁量権が大きく複雑であるために，会計検査院でも十分に把握してい
ない。しかも，これらの官製企業群が形成する計画経済部門(特別会計を含む
一般政府総支出)が臼本経済の半分を占めているのである O 要するに，官僚組
織は巨大な既得権益を持った非生産的な国内産業全体の中核を形成していて，
国内市場での民間企業の自由な活動と市場競争を妨げ，日本経済の自発的発展
を阻害し成長率を低下させてきたのである17)。
日本でおこなわれている政治の本質は何かといえば，それは国家権力を使っ
て集金した税金を政府に近い関係者仲間と分け合うことである。日本政治の現
実は，高度な政治理論とは関係なく 18) ごく単純な既得権益を配分するため
の利権政治であり族議員政治である O したがって，日本の政治には高度な学問
的知識や知的対話は必要とされていない。なぜならば，政治とは利権取引に等
しいということが世間の常識になると，各自の利害を超えた共同体にとっての
善とか正義とか公正とは何かという知的対話など無意味になるからである O そ
して知的対話の代わりに多数決という単純な「数の論理Jが政治を支配するよ
うになる O そのような利権政治は，人びとを思考停止に追い込み，目先の利害
を追求しながら党派を組む族議員政治に額落していく O 要するに，旺本の政治
策については，例えば，長谷川幸洋 1日本国の正体.Jl，講談社， 2009年 (p.89-131)
に具体的に描かれているO また，天下り先の特殊法人の内実については，若林ア
キ 1ホージンノススメー特殊法人職員の優雅で怠惰な生活日誌.Jl，毎日新聞社，
2003年，に具体的に記述されているO
17) 日本経済の成長率の低下は1970年代から始まったという事実は重要である o 1960 
年代の平均成長率は10%だ、ったものが，1971-90年には4%に低下し，1991-2010 
年には 1%以下へとさらに低下しているO この長期にわたる成長率の低下は，日
本経済 (GDP)における官製企業群が形成する社会主義経済部門の割合の増加
と高い相関関係にある O
18)アリストテレスやハンナ・アーレントによると，政治とは「善い社会J を実現す
るために，自己と他者が善とはなにかヲ正義とはなにか，という基本的な問いに
ついて対話することである。すなわち，政治とはわれわれの生にとってお互いに
善いことを為すための対話の場であるO したがって，政治の本質は，経済的・社
会的利害の追求とか支配・被支配とか権力とは関係なく，公共の場において言語
を介してお互いに説得を試み合う人格と人格の相互作用にこそ見出すことができ
るのである。仲正昌樹 1今こそア}レントを読み直す.Jl，講談社新書， 2009年，
参照。
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は独立自尊の精神に欠ける多くの国民の政府依存症を利用して，自らの利権を
拡大しようとする政府関係者と国家権力に群がって既得権益を得ょうとする各
種団体による利権取引から成り立っているのである19)。結局，グローバル化
が急速に進んで、いる歴史的な世界環境の大きな変化に直面して日本がまったく
適応できていないという事実は，政治的利害関係者の仲間内だけで行われる内
向きで閉鎖的で排他的な利益誘導型政治9 いわば日本のガラパゴス政治の必然
的帰結である O
夕、口一I¥)("化と知識社会化に乗り遅れた田本の教曹
日本社会において独立自尊の精神が欠如していることは，学校教育において
独立自尊の精神の育成が軽視されていることと密接に関連している O 軽視され
ているというよりもむしろ抑圧されているといった方が現実に近いであろう O
日本では伝統的に「和」を強調してきたが，その実体は{屈が全体に隷従するこ
とを強制する性震のものである。しかし本来の守口J とはラ全体への個の隷
従ではなく，自立した人間関士がお互いに対等の立場で自主的に協力すること
を意味するものであるO 強制される「和J は本来の自発的かっ自生的な守口」
ではない。それは個が全体に隷従することを強制する偽りの「和」である20)O
19)既得権益の取引が日本の政治経済の大きな部分を占めていることを示す参考文献
は多い。例えば，社会保障関連の既得権益が待機児童問題の背景にあることを示
す文献としては，鈴木亘[J社会保障の「不都合な真実jj)，日本経済新開社， 2010 
年;鈴木亘[J財政危機と社会保障j)，講談社現代新書， 2010年，などがあるO
20) 日本で伝統的に強調されてきた「和J と関連した表現に「郷に入れば郷に従えJ
という諺があるO この諺に関して言えば，備を全体に隷従させることを意関した
言葉であることに疑う余地はない。これら二つの表現は同じような状況と文脈に
おいて頻繁に使われることから判断すると，日本社会で強調される苛むについ
ても同様に個を全体に隷従させる意留を持った表現であることが理解できるO
守口J とか「郷には入れば郷に従えJ という表現に関連する言葉として「空気が
読めない (KY)j， 1"場の論理j，1"組織の論理j，1"役所の捉j，1"悪平等主義J な
どがあるO 日本人の精神構造の特徴については「昌本人論J として多くが語られ
てきたが，それらを興味深くまとめた参考文献としては，内田樹[J日本辺境論j)， 
新潮新書 (336)，2009年，があるO
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本来の「和」は主体的，能動的，創造的な個人が集まってこそ成立するもので
あるO 福i畢諭吉が「一身独立して一回独立すJ と明治時代にすでに主張したよ
うに，日本が世界の中で、主導権を持って生きていくためには，日本人一人ひと
りが独立自尊の精神を持って自らの人生を生きて行くことが前提条件となる O
まさに，多くの個人が日本社会の中で主体的，能動的，創造的に生きていくこ
とによってのみ，日本は世界の中で主体的，能動的，創造的に活躍して行くこ
とができるのである21)。
独立自尊の精神の抑圧と関連している臼本の学校教育の特徴に，役人主導に
よる中央集権的な教育すなわち標準化されたテスト教育(教育社会主義)があ
るO 標準化されたテスト教青の弊害は多岐にわたるが，特に重要な弊害はすで
に存在する「正解」を求めるという条件反射的な行動が人びとの精神構造の中
に深く組み込まれることにある O この標準的条件付けを目的としたテスト教育
から生まれるものは，機械的な条件反射を効率よく行うニューロン回路の形成
であって，決して行動結果を評価して行動パターンを自分で修正するという
フィードパック型のニューロン回路すなわち思考能力を育成するものではな
い。中央集権的なB本の教育は，伺ーの教育内容を国民全員に強制することに
よって，同じ知識と同じ考え方を持った同質人間を大量に生み出すことになる O
これは新しい時代が要請する条件，特にグローバル化した知識社会における必
要条件である倍人の主体性と社会の多様性の芽を摘むことになる O しかし，個
人の主体性と社会の多様性は，未来が不確実であるからこそ，与えられた「正
解」が存在しないからこそ，社会が進化して行くために必要不可欠な条件なの
である O
このような明治時代から本質的に変わっていない日本の教育は，後進国が先
21)福津諭吉が主張する独立自尊の精神と「一身独立して一国独立す」は，ドラッカー
の組織論・マネジメント論と共通する部分が多い。例えば， ドラッカーは，個人
の強みを活かすことによって組織の目的を達成することがマネジメントの本質で
ある，と主張しているO ドラッカー ， P. F. (上回惇生訳)， fl'マネジメントー
基本と原則(エッセンシャル!振り，ダイヤモンド社， 2001年，参照。
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進国に追いつくために必要とされた既成知識の効率的学習を目的とするもので
ある O しかし，そのような後進国型の教育は先進国にキャッチアップする呂的
のためには確かに有効な手段であったがヲグローバル化していく知識社会の時
代に世界をリードして行くために必要な教育としては明らかに時代遅れなもの
である22)。これからの時代に必要な教育は，いかに既成の知識を効率よく吸
収し暗記するかではなく，いかに新しい知識を自ら創造していくかという傭人
の思考能力と社会における多様性を育てる教育でなければならない。すなわち，
新しい創造をめざす独立自尊の精神の育成が，グローバルイヒそして知識社会化
の時代に呂本がそして日本人が世界で生きていくために必要なのである O
新しい創造を目指す独立自尊の精神の欠如と並んで，日本がグローパル化に
乗り遅れているもう一つの大きな理由は日本の学校が国際語(英語)を学生に
教えることに失敗している点にある O グローバル化した世界での共通語は英語
である O すなわち，英語は国際語であって単なる外国語ではない。日本の学校
はラ中学・高校@大学と十年間も国際語を教えていながら，国際語を使える水
準までに学生を教育することができない23)O なんという膨大な教育時簡を無
駄にしていることだろうか。十年間にわたって国際語の授業を受けてきても，
使えることができないのならば，その時間をほかの科目に費やした方がましで
ある，と主張する者が出てきてもおかしくない。しかし，それは思考の短絡で
ある O なぜならば，われわれが好むと好まざるとにかかわらず，歴史の大きな
流れである世界のグローパル化と知識社会化は進展していくのであり，日本社
会が内向きになればなるほど，日本のガラパゴス化が進行し，日本は世界の匿
史的変化から取り残されていくことになるからである O
日本語しか使えなければ日本という島国の中で生きていくしかない，という
22)キャッチング・アップ型教育とリーデイング・ザ・ウェイ型教育を比較対照しな
がら現代の教育問題について考察した参考文献としては， Zhao， Y ong， Catching 
up or Leαding the Way， ASCD， 2009，治宝あるO
23) 2009年のTOEFL(iBT)スコア・データによると，自本人の平均得点は108カ国
中102位であり最下位近辺に位置しているO 過去十年ほど，中国人や韓国人のス
コアが i二昇する一方，日本人のスコアが低下する傾向が続いているO
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のはあまりにも自明のことである24)O グローバル化そして知識社会化する世
界の中で，十年間も学校で勉強したのにも関わらず，多くの臼本人は国際語を
使いこなす能力を身に付けていない。そのために，臼本独特の社会慣習と日本
語の厚い壁で保護された日本社会という温室に引きこもり，海外へ出て行こう
とする意欲を持たない若者が増えてきている O しかし，ここでガラパゴス化の
比総を再び使うと，以前は豊富だ、ったサボテンすなわち国内資源(金融資産)
は怪獣リヴァイアサン(大きな政府)によって食いつぶされ，イグアナたち(国
民)の閣内資源はもう十分には残っていないのである O これからは，日本社会
という温室に引きこもって生きるのではなく，グローパル化そして知識社会化
した一堂界を舞台に生きていかなければならないのであるO そのために必要な教
育の実践を日本の学校は怠ってきた。
日本の大学と大学生
日本の大学生は，独立自尊の精神と国際語を使いこなす能力だけではなく，
知識と思考能力の面においても大学4年の間に海外の大学生に追い抜かれてい
くO 日本の大学生は 3年生後半から就職活動を中心とした大学生活を送るこ
とになるので，大学で勉強するのは実質3年間だけであるO 言い換えると，日
本の 4年制大学は実質 3年制大学である O 日本の大学生は，受験勉強や規制の
多い小中高の学校生活から一時的に解放され，部活やクラブ活動やアルバイト
を通じて大学生活を大いにエンジョイしているように見える O 日本の多くの大
学生は，大学院へ進学するわけで、もなく，企業も就職採用に際しては大学名は
重規しでも成績は重視しないので，大学で真剣に学習するインセンティブを持
たない。そのような大学生が期待@要求する教育内容以上のものを大学も提供
しない。その結果，日本の若者は大学に入学するまでは受験勉強に非合理なま
でにエネルギーを費やすことになる一方，大学に入学してからはグローバル化
24)この自明な命題にようやく気がついて，日本の企業の中にも楽天のように社内公
用語を日本語から英語に変更するというように，グローバル化した世界市場を視
野に入れた新しい経営戦略を実践する企業も出てきているO
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した新しい知識社会で生きていくために必要不可欠な学習に非合理なほどエネ
ルギーを向けない，という非常に矛盾したバランスの悪い学校生活を送ること
になる O
日本ではヲ大学4年間は入学前の小中高の学校組織と卒業後の会社組織の中
での厳しい強制生活の間に存在する人生のモラトリアム(一時停止，休止期間，
猶予期間)と見なされている O 大学生活は人生のモラトリアムであるから?当
然，多くの学生は自らを律して厳しく学問を学ぶようなことはしない。自ら積
極的に多くの読書をしたり，広い世界で知見を広めたり，真剣な議論を通じて
知的訓練をしたりすることはしない。日本語の通じない海外へ留学して苦労し
ながら勉学に集中するようなことはしない。そのように努力することは，大学
がモラトリアムの期間であると認識している世間の常識に反する O 世間の常識
に反する行動を取るためには，特別な理由と強い意志が必要で、ある。したがっ
て，明確な理由と意志を持たない多くの学生は，世間の常識に反するような行
動を取らない。要するに，日本の多くの大学生にとって，周りのみんなと同じ
ように最小限の必要単位数を取得して大学を卒業さえできれば，それでよいの
である。
他方，日本の大学生が4年間のモラトリアムを楽しんでいる間に，海外の大
学生は大学院への進学さらには専門職への就職をB指して真剣に勉強する O な
ぜならば，かれらの将来は大学での学習結果によって大きく影響されるからで
ある O かれらは，日本社会とは違い，大学での成績がその後の人生の方向性を
決定する重要な要因となる知識社会に生きているからである O その結果，かれ
らは知識のみならず思考能力の実力面において告本の大学生を追い越してい
くOそれとは対照的に，現在の日本は前知識社会の段階に停滞したままである O
日本で「文系」と呼ばれている分野，すなわち政府政策や企業経営に関係する
分野においては，大学院レベルの専門知識がほとんど有効に利用されていない。
利権政治や談合経営を行うにはヲ大学院レベルの知識は確かに必要ない。必要
ないどころか逆に障害になる O その結果，大学院レベルの専門知識を使うこと
なく，日本の政治戦略や経済政策や企業経営は行われてきたのである O 号本の
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政治と経済と経営が行き詰まってきている一因は，知識社会の到来に適切に対
応できていないことにあるO
知識杜舎の朝来と教曹の重要望性
日本は製造業中心の古い閣内産業構造の保守に間執しているために，いまだ
に新しい知識社会へと進化した社会構造になっていない。これは過去の成功体
験が将来の失敗の原因になるという普遍命題に当てはまる典型的な例である O
自然資源に恵まれていない日本が経済的かっ文化的に発展する道は，高度の教
育を受けた人的資源の活用以外にない。それが自明であるにもかかわらず，日
本の教育は新しい知識社会へ適応した内容にはなっていない。自本で伝統的に
実践されてきた学校教育は，役人や工場労働者などに代表されるマニュアル人
間の育成を日的にしたものであった。マニュアル人間とは，日本の教育が伝統
的に理想と考えてきた人間像であり，与えられた仕事をマニュアル(指示)通
りに正確にこなす人間である O しかし，このような過去の時代に適した教育を
受けていたのでは，すでに到来している知識社会の時代に生きていくことはで
きない。これからの教育は，高度な知識と思考能力を持った知識労働者または
知的労働者の育成を白標に据えた内容でなければならないのであるお o
知識社会での主要な投資対象は，もはや機械や工場などの設備投資ではなく，
人間への教育投資となるお)。しかも，知識社会における主要な生産要素であ
る知識は，多くの独立した個人に体現化 (embodied) され社会に分散されて
25)知識社会における経営と個人と社会の関係および知識労働者については，例えば，
Drucker， Peter F.， Management : Tasks， Reslうonsibilities，αndPractices， Collins 
Business， 1973 ; Drucker， Peter F.， Post-CゅitalistSociety， HarperCollins Pub-巴
lisher， 1993; Drucker. Peter F.， Management (revised edition)， Collins Business. 
2008.などを参照。
26)福祉国家として知られているスエーデンがなぜ経済的に今だに破綻していないか
というと，回の規模が小さいにもかかわらず世界的知名度のある国際企業が存在
することに加えて，政府が教育の重要性を認識し教育分野への投資が大きいから
である。政府が国民の教育すなわち労働生産性の向上を重視ししていることに
よって，福祉を充実しでも経済全体の生産性が極端に落ち込まない点にあるO
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いる O 分散した個人の知識は統一された形で一一つの知性に集合されることはあ
り得ない。なぜならば，個人が所有している暗黙知 (tacitknowledge) に関
しては，記号(データ)として表記することが本質的に不可能で、あり，したがっ
て中央集権的にデータを集計処理することが理論的にも不可能だからであ
る27)。要するに，暗黙知を含む知識は人間の頭脳を形成しているニューロン
回路のシステムとして，個人としての人間の中に意識的または無意識的に体現
化されているのである O 個人個人のニューロン回路システムを統合したひとつ
の絶対的知性は存在しない。そして，多くの個人に広く分散された知識(ニュー
ロン回路)をいかに効果的に利用するか，それが企業組織のみならずあらゆる
組織さらには社会全体にとって，解決すべき最も重要な課題なのである28)O
要するに，多くの個人に教育投資を行い，そして多くの個人に分散された知
識を社会的に有効利用できれば，その社会は経済的さらには文化的に発展する
ことができる O 逆にヲ多くの個人の間に分散した知識の有効利用に失敗する社
会，例えば，硬直的なピラミッド型の封建社会，~にはまった精神構造をすべ
ての人びとに強要する同質社会，個が全体に隷従する全体社会で、は，経済も文
化も停滞することになる O 分散した知識を社会的に有効利用できる社会は知識
の増大と共に発展していくダイナミックな社会で、あり，個人の間に分散した知
識を有効利用できない社会は時代の変化から取り残されていく硬直的な社会で
ある29)。このような社会の二極分化は知識社会時代の到来によってさらに加
27)暗黙知 (tacitknowledge) とは，単なるデータ情報とか本に書かれている情報
とは異なり，明示的に数値化や文章化できない知識，例えば， I在職人やスポ}ツ
選手の技能や優れた科学者の直感能力や無意識に運転したり自転車に乗ったりす
るのに必要な技術と知識のことを指す。暗黙知については， Polanyi， Michael， 
The Tacit Dimension， The Chicago University Press， 1966 ;ポランニーヲマイ
ケル(高橋勇男訳)， ~暗黙知の次元ゎちくま学芸文庫， 2003年，などを参照。
28)社会における知識の利用の重要性は，ハイエクによって早くから指摘されていた
点である o F. A.ハイエク(田中真晴，田中秀夫訳)， ~市場@知識・自由』ヲ
ミネルバ書房， 1986年，などを参照。暗黙知の存在を認めれば，上からの命令で
動く計画経済が効率的に機能することが不可能であること，すなわちく計画経済
の不可能性命題〉を簡単に証明できるO
29) ドラッカーの言葉「トップマネジメントの権限は，分権化によって増大する o
日本の危機 77 
速することになる O 日本の現状は，知識社会の到来による教育の重要性を十分
に認識していないため個人への教育投資も少なく，内容もキャッチングアップ
型の時代遅れの教育であり，しかも個人の関に分散した知識を有効に利用する
社会的メカニズムも発達していない硬直的な同質社会そして全体社会のままで
ある O
金融システムの機能不金(中央集権制と多犠性の欠知)
金融市場は分散された知識の社会的活用を可能にする重要なメカニズ、ムの例
である30)O それは人間が不完全な知識に基づいて未来の可能性に向けて投企
(project)する場である31)O 多くの可能性へ向けて投企する人びとが集まっ
て競い合う場が金融市場である。金融市場では，新しいアイデイアを持った潜
在的起業家と資金を持った潜在的投資家がお互いの利益になる相手を見つけ出
す場である O それは分散した起業家と分散した投資家がお互いを探し求めて集
まる市場である O 社会に分散している潜在的な起業家によって発案された多く
のプロジェクトの中から将来性のあるもを選択しそれを実現するために必要
な資金を提供することが投資家の役割なのであるO
このように，将来性のあるプロジ、ェクトに対して資金を与える機会を起業家
と投資家に提供することが金融市場(金融機関)に課された社会的役割である O
人のマネジメントとは 9 人の強みを発揮させることであるo …組織の目的は，
人の強みを生産に結びつけ，人の弱みを中和することにある o (p. 80) J も分権
化の重要性を指摘しているO ドラッカー ， P. F. (上回惇生訳)， fl"マネジメント
ー基本と原則(エッセンシャル板)Jl，ダイヤモンド社， 2001年，参照。
30)社会にとって一番重要な問題は，いかにして分散した知識を社会的に有効に利用
するかという課題であることを主張したのはハイエクである O ハイエクの考えと
本質的に同じことを，社会ではなく組織について主張したのがドラッカーである。
すなわち，個人の強み(能力)を活かすことによって組織の目的を達成すること
がマネジメントの役割である，という考え方であるO
31) く投企〉という言葉は，実存主義哲学で使われる基本的概念であるO それは未知
の未来へ向かつて投企 (project)することが人間にとって本質的な存在様相で
あるという認識に基づく重要な言葉である。これを経済社会に当てはめれば，投
企する人間存在とは広い意味での起業家(投企家)を指すことになるO
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金融市場がこの社会的役割を果たすことに成功すれば9 起業家は自分のアイ
デイアを実現できるしヲ投資家は投資した資金に対する大きな利益を得られる O
その結果，金融市場は拡大し経済社会も発展することになる O このようにラ経
済社会の分野において，多くの個人の間に分散されたアイデイアまたは知識
社会的にどのように有効利用するべきかという最重要課題に対してラ金融市場
は答えを与える役割を担っているのである。そしてヲ金融市場がこの社会的役
割を効率よく有効に果たしているかどうかがラその経済社会が発展するか停滞
するかを決定することになる O
分散された新しい知識の社会的有効利用という機能を金融市場が果たすため
には分権化したシステムが必要になってくる O なぜならばヲ未来の可能性へ向
けての投企が結果的に成功するか失敗するかを知っている全知全能の主体はど
こにも存在しないからである。個々の投資家が自己責任で投資対象を選択し
未来の可能性に向けて投企する O この場合，自分が一番詳しく知っている分野
における起業プロジ、ェクトを自己責任で選ぶ。そのようなさまざまな投金の中
から大きく成功するものが出てくることによって，社会全体に利益がもたらさ
れる O 一般化して言い換えれば9 世界環境が変化しでも多様な個人が社会に存
在していればラその中から新しい世界環境へ適応できる個人が存在する可能性
が大きく，その個人の成功を見て他の人びとが学ぶことができる O すなわちラ
社会を構成する個人の多様性そしてかれらの多様な能力を有効利用できる社会
は，世界環境の変化に適応しながら発展する可能性が高くなる O 要するに，多
くの個人の多様な能力を通じて社会の進化が可能になるわけである32)。
他方歩中央集権的なひとつの知性が人びとの行動を指導し命令する場合には，
人びとの行動が同じになってしまう O その結果，多様性に欠けた社会が出来上
がってしまうのであるO そうするとラ指揮命令する中央集権的な知性は，暗黙
知の存在によって全知全能な無謬牲を備えることは不可能なので9 その判断が
32) Page， Scott E.， The Dillerence : How the Power 01 Diversity Creates Better 
Grouρs， Firms， Schools， and Societies， Princeton University Press， 2007 ; Page， 
Scott E.， DiversiちJand ComPlexity， Princeton University Press， 2011，参照。
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間違っていた場合には社会の全員が同時に失敗することになってしまう O つま
りラ多様性に欠ける社会はラ一つの失敗によって全滅してしまう可能性を内包
しているのである。進化論の観点から見れば，多様性に欠ける社会は同質であ
るがゆえに適応性を欠色変化する世界環境への対誌に失敗する確率が一段と
くなる O 日本のようにひとつの環境に特化した社会はヲ多様な能力を持った
多くの個人が存在しないために，世界環境の変化に適応できなくなるのである O
呂本金融の特徴lL「護送船団方式」と呼ばれる金融行政と市場競争の不在
による金融機関の主体性と創造力の欠如にある。主体性と創造力の欠如は，個々
の金融機関の同費性すなわち多様性の欠如につながる。要するに，日本金融は
中央集権制と多様性の欠如によって特徴づけられているのであるO したがってヲ
進化論の観点から見ればラ日本の金融は環境変化に適切に対応しながら進化し
て行くことができない状況にあることが理解できる O 実際， 1990年のバブル崩
壊以降，金融機関は迅速な不良債権問題の解決に失敗したのみならずヲ金融の
自由化@国際化という陸界環境の急速な変化について行けなかった。金融の技
術革新とグローパル化によって引き起こされている世界的規模での金融再編の
動きにまったく対応することができなかった。必要が迫られている金融再編を
現するためには日本的行政および日本的経営の根本的変革が避けられな
い33)。それを実現できない呂本金融の現状がラ日本に「失われた20年J をも
たらした主要原悶のひとつとなっているO
要するに 9 日本の教育と金融は中央集権制と多様性の欠如によって特徴づけ
られており，日本没落の問題と産接関連しているO 主体性と創造力を軽視した
日本の教育は起業精神に溢れる倍人を多数育成することができずヲ他方，日本
の金融システムも未来の多くの可能性に向かつて投企する起業家のプロジェク
トを実現させるための資金を提供することができなかった。このように教育と
金融の両方が失敗していたのでは日本社会の発展は望めない。なぜならば，起
33) 日本における金融の歴史および金融再編の必要牲については，加野忠Ii金融再
編J，(文春新書)，文護春秋， 1999年，を参照。
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業精神に溢れた個人が存在しなくては新しい企業は生まれないし，たとえ潜在
的な起業家が多数存在していたとしても金融市場から資金を獲得できなけれ
ばラやはり新しい企業が生まれることはないからである O そして，新しい企業
が生まれてこなければヲ先進国はそこからさらなる経済発展を実現できないか
らである O 独立自尊の精神に欠けている個人からなる社会は，必然的に多様'1笠
の欠如と活力の停滞を生み，世界環境の変化に適応できず衰退して行く運命に
ある o B本の教育と金融の失敗はヲまさにグローパルイヒと知識社会化によって
特徴づけられる世界環境の変化の中で，適応に失敗した日本社会を象徴してい
る出来事-である O
政治と政策の賞盟
次に，日本では政府による政策決定の際に社会科学の専門知識がほとんど活
かされていないという点を指摘する O 本来，公共政策の決定も民間企業のプロ
ジ、ェクトと同じように，それに伴う費用(コスト)とそれがもたらす便益(ベ
ネフィット)を比較しどちらが大きいかという基準で決定するものである O
すなわち，官業も民業もコスト・ベネフィット分析という同じ基準で判断され
るべきものである。公共プロジ、ェクトの場合，社会的ベネフィットが社会的コ
ストより大きければ実行すべきであるし，そうでない場合には実行すべきでは
ないということになる O この原理は普遍的なものであり，社会科学が貢献でき
る部分は費用と便益の計算を科学的に行う点で、ある O 要するに，政府による政
策も民間事業と同じく社会科学の専門知識を応用して本来決定されるべきもの
である。そのために経済学など政策科学と呼ばれる学問が存在するのである O
しかし実際の政府政策においては，社会科学の成果を利用することなく，個
別の政策に絡む政官業の利権関係者による権力関係を通じた利権取引で決定さ
れているという現実がある O
日本の政策が科学的な理由ではなく利権的な理由から行われているというこ
とは，必然的に政府による政策の失敗につながっていく O この問題は，政府の
行う公共政策の分野においても金融財政政策の分野においても同様に見られ
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るO 公共政策の失敗に関しては? 1970年代以蜂の官業部門の拡大に伴う政官業
の既得権主主システムの拡大を指摘できる Oまた金融財政政策の失敗に関しでは?
1990年のパブ、ル崩壊以降の長期にわたる不良債権問題処理の失敗とデブレ脱
の失敗を指摘できる O デフレ経済からの脱出の失敗に関しては 9 従来の公共事
業に絡む利権と深く関連している財政支出一辺倒の問題に加えてラ日本の政策
者が1930年代の世界大恐慌に関する研究から何も学んで、はいなかった点を
指摘することができる34)O 住本の政策担当者による学習能力の欠加と日本の
利権政治が，誤った金融財政政策の選択に繋がり，日本経済がいまだに長期的
低迷状態から脱出できない大きな原因のひとつになっている O
政府による公共政策や金融財政政策を科学的なものにするためにはヲ複数の
独立した政策研究機関(シンクタンク)が専門知識を活かした政策提言を通じ
て競い合うことが必要Aである35)O しかしヲすでに指摘した知識社会の問題と
関係する日本社会の特徴で、もあるがラ国の政策立案のために役立つ知的水準の
高い政策研究機関がほとんど存在しない。日本の政策立案と実行は，政治家に
よって実質的に官僚組織にすべて丸投げの状況にある O 中には，自本の官僚組
織が最高最大のシンクタンクであるなどと主張する政治家さえも存在する O 政
治家がそのような認識では政治主導などは実現不可能でありヲ実質的に政治家
としての役割を放棄しているのに等しい。しかもヲ政治家がそのような認識で
はラ官僚が官僚の官僚による官僚のための法案を自ら作成し自ら施行すること
を正当化することになり，天下り先の確保を含む官僚組織による既得権益シス
テムの自己増殖を応援するようなものである O 結局，官僚ではなく政治家が主
34)例えばヲバーナンキ FRB議長による1930年代の世界大恐慌に関する研究成果を
集めた論文集 Bernanke，Ben， Essα'ys on the Great Dφression， Princeton Uni-
versity Press， 2000，および論文集中の多くの参考文献を参照。パーナンキ議長は，
彼の研究成果に基づきデフレ克服のために大量の国債を購入して量的金融緩和を
実行した。バーナンキ議長の迅速な行動は， 1990年以降の日本の金融政策の対応
とは対照的であるO
35)政策科学の進歩は自然科学が進歩する過程と本質的に同じである o Popper， Karl， 
The Logic olScientilic Discovery， Routledge， 2002 ; Popper， Karl. All Lile is 
Problem Solving， Routledge， 2001，などを参照。
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導権を持って国民の利益を重視した政策を立案し実行するためにはヲ官僚組織
から独立した知的水準の高い複数の政策研究機関の存在が不可欠となる O 要す
るに，政治家が専門知識を活かした複数の政策研究機関を利用し知的デイベー
トを通じてお互いに競い合うことによってのみ，経済成長と社会発展につなが
る合理的な政策決定が可能となるのである O
組織に丸投げの人生と自本没落
日本没落の原因として独立自尊の精神の欠如を指摘したが，その独立自尊の
精神が最も欠落している人生を送っているのが日本の多くの官僚である O はじ
めは「国のため」と思って入省した若い官僚の多くが，長年にわたって官僚組
織の中で生きていくと，最終的に国益ではなく省益を最大化する役人の日常性
へと類落していく 36)。組織内の日々の雑事に没頭し，自己を失い，囲宥名詞
のない平均的役人すなわち組織人間になっていくのであるO 組織人間とは自分
の理念を組織そのもので代替し組織の論理に隷従する人間の存在様相のことで
ある O 組織人間は組織自体を自分の人生の白的さらには社会の目的と見なすよ
うになってくる37)。なぜ、ならば，組織岳体を日的化することによって権力と
社会的地位を得ることができるからである。その結果，組織の維持・拡大その
ものが自己目的化してしまう O このように社会自的を組織自体で置き換えるこ
とは，実は全体主義の大きな特徴でもある38)O 官僚も世間の多くの人びと同
じように，長期的にはこのような日常の平均的な在り方，すなわち組織人間と
36) r類落J とはハイデガーの『存在と時間』の中で使用された言葉“verfallen"の
百本語訳であるO 人間として非本来的な存在様相にあること，すなわち日常性に
埋もれて生きていることを意味する。
37)組織人間とは，組織内の上下関係の中で t可からの命令や指示に富自的に従うと
いう意味において，マニュアル人間の延長線上にある人間の存在様相の…形態で
ある。
38) ドラッカ}は，理念や目的を組織自体(組織の存続と拡大)によって置き換える
こと，すなわち組織自体を理念化・目的化することが全体主義の大きな特徴であ
る点を指摘している o Drucker， Peter， The End 01 Economic Man， Transaction 
Publisher， 1939， 1995 (reprint)，参照。
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いう日常性への類落の民に陥ってしまうのである O
官僚の日常性への類落が日本没落をもたらすメカニズムは明快であるO 省益
を最大化することが個人としての官僚の効用を最大化することに直結するよう
に官僚組織の構造すなわちインセンテイブ・メカニズムが作られているからで
ある O すなわち，個人としての官僚は天下り先確保のプロジ、ェクト「専務理事
政策J を発案し予算を取ってくることで，官僚 OBや将来の岳分のための天下
り先を確保することができるし官僚組織の利権拡大に貢献することができるO
そのことによって官僚としての組織内での出世も自己満足も問時に獲得できる
という仕組みになっているO もちろん，このような官僚による効用最大化行動
の問題点は，それが官僚組織の既得権益システムを拡大するものであって，必
ずしも国民の利益を増大するものではないことにある O この官僚組織の問題は
日本が先進国の段階に入ってからより深刻な問題となってきているO
日本がまだ途上国であった段階では，政府によるインフラ整備が経済発展に
とって重要な要素であった。経済発展の初期段階では各生産要素は相互補完的
すなわち戦略的補完関係 (strategiccomplementarities)にあるので，政府に
よるインフラ整備政策が民間企業の発達そして経済全体の発展のために有効で
あった。すなわち，インフラ整備と民間活動の間の相乗効果を通じて経済全体
として収穫逓増の法則が{憂位になるのである O しかし，この戦略的補完関係は
経済発展が進むにともなって弱くなり，先進国の段階に入ると官営事業と民間
事業は次第に競合するケースが増えてくるようになる O すなわち，ある桂度イ
ンフラ整備が進むと今度は官営事業において収穫逓減の法則が次第に支配的に
なってくる O 経済発展に伴い次第に政府によるインフラ整備の限界生産すなわ
ち社会的便益が逓減してくるのである O
先進国の段階に入るとインフラ整備の限界生産が低下してくるにも関わら
ず，政府による大規模な財政投融資や特別会計などを通じた官営事業が拡大し
続けると，それが民間活動と競合することによって市場経済の発展を妨げるよ
うになる O 日本の場合，国民の金融資産の三分の二(郵貯や簡保や保険や外貨
準備や公的年金などの制度および国債を金融機関に保有させることを通じて集
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めた国民の金融資産)が官僚組織によって生産性の上昇につながらない利権目
的(天下り先確保と権力拡大)のために使用されてきた。国民経済における
ローとしての貯蓄もストッタとしての金融資産も生産性の上昇につながらない
官業部門を拡大維持する目的のために使われてきたのである O 百本経済で循環
している資金が生産性の上昇につながらない分野に継続的に流れるわけで、
からヲ必然的に日本経済の成長率は低下することになωO
におけ
それではヲ 1970年代から顕著になってきた日本経済の成長率の低 Fを防ぐに
はどうすればよかったのか。その答えを見つけ出すためにはラ先進国の段階に
到達した経済がさらに発展し続けていくために必要な二つの条件を正しく認識
できればよい。その条件とはヲ(1 )新しいアイデイアを持った多くの起業家(投
企家)の存在と(2 )彼らのアイデイアを実現するために必要な資金を提供で
きるダイナミックな金融市場(金融機関)の存在である39)。すなわちヲ 1970
年代に始まった成長率の低下を紡ぐために必要な条件とはラ第一に，先進国へ
のキャッチアップを目的とした受け身の教育ではなく，独立自尊の精神を持っ
た創造的な人間(投金家)の育成を日的とする抜本的な教育改革である。第一
に，ストックとしての国民金融資産およびフローとしての国民貯蓄をラ公的金
融機関(財政投融資や特別会計)を通じて生産性の低い公的部門や保護された
民間部門へ資金循環させるのではなく，生産性の高い民間部門(特に高成長が
見込める新興企業)へ資金循環するための抜本的な金融改革である40)O それ
は戦時統制経済の遺産である銀行を中心とした間接金融から証券を中心とした
39)経済社会における金融の役割とはヲ才能とやる気のある起業家に資金を提供する
ことによって新しい企業(新興企業)の誕生と成長を可能にすることであるO
Rajan， Raghuram G. and Luigi Zingales， Saving Capitalism Irom the Cゆitalists:
Unlωshing the Power 01 Financial Markets to Create時Tealthand Slりread01ぅρor欄
tuniわJ，Princeton University Press， 2003，参照。
40)高橋洋一u"財投改革の経済学Jl，東洋経済新報社， 2007年;加野忠u"金融再編Jl， 
(文春新書)，文義春秋ヲ 1999年，などを参照。
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直接金融へ向けての本格的な金融再編を必要とする O これらの教育と金融にお
ける必要条件が満たされていれば，日本が先進国の段階に入ってからも持続的
経済成長を実現することが可能になっていたはずであるO
要するに，臼本が持続的な経済発肢を実現するためには，臼本を長い間支配
してきた官僚社会主義からの脱却が必要であった。特に，教育社会主義と金融
社会主義からの脱却が不可欠であった。教育改革により自主性と創造力と意欲
のある多くの若者を育成すると同時に，金融改革によってかれらによる起業(投
企)のために必要な資金を提供することができれば，多くの新しい企業の誕生
と経済成長につながるO これら教育と金融の条件が満たされていれば，日本は
先進国としてさらに発展していくことが可能になる O そうすれば，日本経済を
長年支配してきた官業経済(統制経済)から民業経済(市場経済)へと本当の
意味で、の構造改革が実現で、きたはずである41)Oすなわち，限界生産が低い既
存の企業から限界生産が高い新しい新興企業へ向けた投資へと絶え間なく国民
の資金を循環し続けることを通じて，ダイナミックな日本経済へと転換できた
はずで、ある O
しかしこの解決策を実行に移すには大きな壁があった。それは政官業によ
る巨大な既得権益システムの存在である O 新興企業による市場競争から既得権
益を守るために在来の企業が政治家に働きかけ，政治家が官僚に働きかけると
いう利権政治型談合システムがすでに出来上がっている O 加えて，官僚組織に
よる既得権益システム，すなわち自らが官僚OBの天下り先を確保することに
よってヲ自らの天下りが将来保障されるというメカニズムが存在する O この官
僚による儲を全体に隷従する人生が国益よりも省益(=私益)を最大化する行
41) 野口悠紀雄ラ ~1940年体需IJJ ，東洋経済新報社， 1995年， 2010年(増捕版)は日本
を支配してきた戦後統制経済を f1940年体制J と呼んだ。野口悠紀雄~戦後日
本経済史L 新潮社(新潮選書)， 2008年，によれば， 1970年代の二度の石油危機
を戦時経済体制 (1940年体制)の下で上手く乗り切ることができたために，日本
人は統制的な「日本型経済システムJ について自信過剰になり，冷戦終結以降も
社会主義経済から自由主義経済へ向けての市場経済化が進展しなかった。その結
果，いまだに日本は世界でも数少なくなった社会主義国家の 4 員であるO
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動を通じて，官僚組織の下に巨大な天下りと権力拡大を目的とした既得権益シ
ステムを形成してきた。それが政治と業界の談合システムと結びついて政官業
の在大な既得権益システムが形成されている O たとえ，それが結果的に経済成
長の障害となり自本社会を蝕んできたといえどもラ官業経済(統制経済)から
民業経済(市場経済)への構造改革を行えば，官僚組織を中心に作り上げてき
た強大な政官業の既得権益システムを失うことになる O したがって，そのよう
な変革に対しては政官業の既得権益グループが大きな抵抗勢力として立ちはだ
かることになるわけである O これが日本が途上国型の統制経済から先進国型の
市場経済へと移行することに失敗した主要な理出である O
2. 日本の危機の本質
前節では日本の危機のさまざまな側面について見てきた。その中から次のよ
うな危機の特徴が明らかになった。第一の特徴は，日本の危機の背景には世界
環境の変化への対応の失敗がある，という点である O そして，臼本を取り巻く
世界環境の変化には，グローバル化(国境が実質的になくなり国際社会が形成
されていくこと)と知識社会化(技術革新を含む広い意味での知識の重要性の
増大とそれが社会と人びとに与える影響)という二つの要因が働いている O 第
二の特徴は，日本経済の現状が途上国から先進国へと変化したにも関わらず，
この新しい経済環境に適応するために必要な社会構造の変革に失敗している，
という点である O この政官業(政治家，官僚，経営者)による自己変革の失敗
も日本没落の大きな原因であるO 第三の特徴は，このような環境変化への対応
の失敗の背景には独立自尊の精神の欠如がある，という点である O 多くの日本
人の中に観察される独立自尊の精神の欠如は，自本社会に過剰な同質性すなわ
ち多様性の欠如をもたらし，硬直化した政官業の既得権益システムの拡大を助
長する結果につながっているO 進化論の観点から考えてみれば，硬直化した同
質社会が世界環境の変化に適応することができず衰退していくのは必然的な現
象である O
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多くの日本人は独立自尊の精神を身に付けておらず，またグローバルイヒと知
識社会化によって特徴づけられる新しい時代に通用する考え方と知識と能力も
まだ身に付けていない。加えて，日本社会には個人個人に分散した知識を社会
的に有効利用することを可能にする柔軟なシステムが未だに構築されていな
い。そもそも，日本社会は中央集権型構造になっており，個人個人に分散した
知識を有効利用するために必要な分権型構造にはなっていない。経済発展に
よって先進国に仲間入りした後も中央集権型システムがいまだに維持されてい
るO 分散された知識の社会的有効利用の失敗は，特に教育と金融と政策の分野
において顕著であり，これら三分野はまさに中央集権的システムが支配してい
る日本社会の領域であるO 要するに，多くの規制に支配された日本の社会構造
と世間という空気に支配された日本の精神構造があまりにも硬直的であるため
に，世界環境の変化に柔軟に対応することができないのである O その結果，個
人レベルでも社会レベルでも，変化する世界環境への適応に大きく失敗してお
り，この適応障害によって人びとは活力を失い日本は衰退の危機に直面してい
るのである O
これらの現状を認識した上で，日本が置かれている環境の変化にいかに対応
すればよいのか探究して行かなければならない。現状のままでは呂本没落とい
う危機的状況から脱出することは不可能で、ある O したがって，停滞する状況か
ら抜け出すためには，日本の政府も企業もジャーナリズムも地方も学校も，そ
して何より日本人一人ひとりが大きな歴史的変化の中にある世界環境に対応す
るために自己変革を実現していく以外に選択の余地はない。ただし，個人と社
会の自己変革を実現するためには，現在の日本が寵面しているさまざまな社会
現象の背景にある告本の危機の本質を正しく認識しその意味を十分に理解し
たうえで変革の方向性を決定して行かなければならない。そのためには，歴史
的危機の普遍的メカニズムについて理解しておく必要があるO なぜならば，文
明の歴史的危機の普通的メカニズムの視点から日本の危機に光を当てることに
よって，日本が直面している危機の本質がより明確に見えてくるからである O
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控室史的危機と信愈の崩壊
人類文明における歴史的危機の普遍的メカニズムは，人びとが信じていた既
存の信念が変化する世界環境に対応できなくなることに見出すことができる O
歴史的危機とは，それまでに人びとが確信していた信念，すなわち多くの人び
とが共通して持っていた既成の精神構造がもはや新しい世界環境には通用しな
くなった状況のことをいう 42)。危機的状況においては，もはや人びとは何を
なすべきか分らなくなる O 今までのやり方が通用しなくなるので人びとは途方
に暮れるのであるO しかも，悪いことに，古い信念に代わるべき新しい信念を
容易に見つけ出すことができない。このような状況において人びとは浪乱し，
社会全体に閉塞感が広まっていく O さらに，生きるための基礎となる信念を失
うことによって，人び、とは自信を失い，生きる活力が衰え，それに伴って政治
も経済も文化も衰退してくる Oまさに社会全体が浪乱し衰退していくのである O
これが歴史的危機と呼ばれる状況が生まれる典型的な過程である O 要するに，
歴史的危機とは人びとがそれまで信じていた既存の信念が崩壊し混乱し途方に
暮れている状況を指すのである O
人間は常になんらかの信念に基づいて生きている O 自ら何の信念も持ってい
ないと言う人でも本当に信念がないということはあり得ない。なぜならば，人
間の行動が全くランダムでないかぎりは，なんらかの決まった考え方もしくは
特定の精神構造を与件として行動しているからである O 生きるということは，
何らかの確信を持っているということ，世界および自己について何かを信じて
42)オルテガ・イ・ガセット(前田敬作訳)， u"危機の本質dl，創文社， 1954年;
Ortega y Gasset， Jose， Man and Crisis， W. W. Norton & Company， Inc.， 1958，は
信念 (beliefs) と世代 (generations) という概念を導入してヲ今までの信念が
通用しなくなる歴史的危機の問題についてヨーロッパ中世からルネッサンスまで
の時代を中心に説明しているO オルテガの目的はあくまで，単なる歴史的研究で
はなく，人類の歴史的危機の具体例を研究することを通じて，彼が生きた20t!t紀
の危機の本質を理解することにあった。心理学の分野では，信念と現実のゴjE離は
「現実バイアス (realistbias) J， I後知恵バイアス (hindsightbias) J，下知識の
呪縛 (curseof knowledge) J， I誤信念 (falsebelief) Jなどと呼ばれる重要な研
究対象となっているD
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いること，すなわち何らかの信念に基づいて行動することを意味する O 人間は
常にある世界観や人生観に基づいて生きているのである O その結果，人間の行
動にはある特定のパターンもしくは規則性が見られることになる O そして，信
念すなわち既成の精神構造に基づく世界観や人生観が現実の世界と合わなく
なった時に，人びとは本質的な問題の存在に気がつく O なぜならば，今までの
ような既成の精神構造に基づいた行動パターンが通用しなくなるからである O
そこで，新しい世界環境に対応する新しい行動パターンを構築しようとする O
しかしその移行期には，人びとは既存の信念に対して懐疑的になり不安を感
じ途方に暮れることになる43)。
ヨーロッパ文明を例に取ると，中世からルネッサンスへの移行期はまさにそ
のような歴史的危機の時代であった。それはキリスト教の支配から理性の支配
へと大きくヨーロッパの精神構造が変化した時代である O 日本においては，黒
船来航に始まる江戸から明治維新への移行期や太平洋戦争から戦後の経済復興
への移行期などがまさに歴史的危機と呼ぶに値する時代であった。それぞれ，
封建社会から近代社会ヘヲそして軍国主義から民主主義へと人びとが持ってい
る世界観，人生観，価{直観すなわち人びとの信念が大きく変化した時代であっ
た。グローパル化と知識社会化が急、速に進んで、いる世界環境の中で取り残され，
バブル崩壊後の急速な没落と長期的停滞という状況に落ち込んで、いる現在の日
本社会も，これらの時代に匹敵するような大きな歴史的危機に産面しているの
である O
精神構造とし
信念は安定的ラ固定的，保守的であり，それは条件反射的に働く O 世界観，
人生観そして価値観が不安定では人間は自信を持って素早く行動することがで
43)歴史的危機においては，新しい信念を見つけ出すことができないままに既存の信
念は出壊しそれに変わって負の信念が支配することになる O 負の信念とは懐疑
に支配されたニヒリズムとシニシズムである。これらは控史的危機が人間社会に
もたらす典型的な社会心理現象であるO
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きない。したがって，不安定なものは信念と呼ぶに値しない。信念とはわれわ
れが日常生活において当たり前と思っていることであり，それについて特に深
く考えたり反省したりすることのないものである。信念とは同一社会もしくは
同一世代の人びとにとっての常識である O 疑うことをしないから信念と呼ばれ
るのであり，疑われた瞬間から信念は不安定になり，もはや信念ではあり得な
くなる O 信念とは多くの人びとにとって社会的与件であり，過去の世代から引
き継いだ精神的な慣習である O われわれは先代の遺産を社会的伝統さらには信
念という精神的慣習の形で受け継いでいるのである O 先代から受け継いだ信念
のおかげで，われわれは既存の世界環境に自ら苦労することなく自然に適応す
ることができるのである O 条件反射的な働きをする信念のおかげで，われわれ
は世界環境に自動的に機械的に効率的に適応することができるのである O
このような信念に対応する脳内の条件反射的な無反省なニューロン回路を精
神構造と呼ぶ。精神横造という言葉を使用する理由は，人間の信念に対応、する
物理的実体として人間の脳のニューロン回路(過程)を想定しているからであ
るO 信念という哲学的・心理的な概念と条件反射的なニューロン回路という科
学的・物理的な概念の両方の側面を同時に表現できる概念として精神構造とい
う言葉を使用する O したがって，精神構造という言葉は，哲学的・心理学的視
点からは信念を意味すると同時に，科学的・生物学的視点からは条件反射的
ニューロン回路を意味する O 言い換えると，信念とは社会的慣習の背景にある
条件反射的な精神構造の機能の一部であると考えることができる O 精神構造と
いう言葉を使用する理由は，われわれが信念と呼んでいる精神活動の背景に条
件反射的なニューロン回路が存在しているという事実を強調することにある O
世界環境から主主離する精神構造
すべての精神構造は次のような三段階の状況変化を経験する O すなわち，は
じめに，それが生きた精神構造である段賭，次に，活気を失った精神構造で、あ
る段階，そして最後に，懐疑的になった精神構造の段階である O 第一の生きた
段階では，精神構造は世界環境と一致しており人びとは生き生きと生活してい
日本の危機 91 
るO そこには世界環境と精神構造の間に大きな矛盾も摩擦もない。そこには世
界環境に適応した有効な精神構造がある O 第二の活気を失った段階では，世界
環境が変化したにもかかわらず精神構造が従来のままであり，両者の間に議離
が生じてくるようになるO それと同時に，活力を失った段階においては，第一
段階での成功体験の影響によって，既成の精神構造が硬直化し教条主義，形式
主義，画一主義などが社会を支配するようになり，人びとの自由の抑圧さらに
は生の衰退が進行するO その結果，人びとにとって個人の生と社会'慣習の間に
札際が生まれ，さまざまな社会問題が発生することになる。第三の懐疑的になっ
た段階では，精神構造と世界環境の間に大きな溝ができてきた事実に人びとが
気付き，既成の精神構造の有効性に対して懐疑的になる O すなわち，人びとは
社会慣習とその背後にある既成の精神構造をもはや信じることができなくな
るO そして，人びとはいままで信じてきた世界観や人生観や価値観を信じ続け
ることをやめる O しかし，それに代わる新しい信念もしくは精神構造がどのよ
うなものであるべきか分からない。この時点で人びとは方位喪失に陥り途方に
暮れる O そして，人びとは自信を失い活動は停滞し閉塞感が社会全体に充満す
ることになるO これこそがまさに，個人にとっても社会にとっても，根源的な
意味において危機的状況なのであるO
この第三段階の懐疑的である糖神構造の状況が歴史的危機である O 歴史的危
機とは信念の崩壊であるといったが，それは人びとが過去の歴史を通じて形成
してきた既成の精神構造が，時代の変化の中でもはや新しい世界環境に合わな
くなってきたことを意味する O ここで，本来ならば新しい世界環境に対応する
新しい精神構造を構築しなければならないのであるが，それがどのようなもの
であるのかが分らない。なぜならば，既成の精神構造が過去においてなぜ有効
であったのか，また現在においてなぜ有効ではなくなったのか考えてみたこと
がないからである O 既成の精神構造とは，まさにそのことについて深く考えた
ことのない社会慣習すなわち常識だ、ったのであるから当然である O 言い換える
と，常識がもはや常識ではなくなることが歴史的危機の特徴なのである O 今ま
で、信念に従って条件反射的に深く考えることなく行動してきたために，それが
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有効でなくなった場合にどう修正すれば良いのか分らなくなってしまうのであ
るO 要するに，精神構造は自らの条件反射的，機械的，保守的な特性によって
時間が経つにつれて硬直化し，その結果，世界環境の変化という現実から希離
してくることになるのである O
自立主の精神構造と金体主義
日本で進行しつつある危機の背景には，新しい世界環境に適応できない硬直
化した考え方，思想，常識，世界観，人生観，価値観がある O すなわち硬重化
した精神構造がある O 今の日本には，自主性と創造力を失い，躍動する生命力
を失い，形式主義の中に埋没した受け身の精神構造がある O 多くのEI本人は，
現在，新しい時代に対応した信念すなわち未来に対応した世界観と人生観と価
値観を持っていない。グローバル化した世界の現実に対応した新しい精神構造
を持っていない。ただ「世間」と呼ばれている旧態依然とした時代錯誤の慣習
そして地球規模で見ればローカルな考え方を，そのまま無批判に受け入れて，
既存の社会と文化に順応しているだけであるO すなわち，自分で切り開く未来
という次元を欠いている既成の精神構造の中に閉じ込められているのである O
これでは，先進国の段階まで到達できても，それから先には進めないわけであ
るO そこからさらに先に進むには 9 新しい時代に対応した新しい信念，思想，
常識，世界観，人生観，価値観すなわち新しい精神構造が必要なのである O
日本では，人間としての存在の仕方がひとつしかない同質の社会，個性と多
様性に欠けた社会が長期にわたって存続してきた。それは日本が国家を形成し
はじめたときから続いている It世間」と呼ばれる硬直的な社会形態である44)。
44)阿部議也は，日本には西欧のように個人が集まって形成する「社会」ではなく与
件としての r世間」がある，と指摘した。すなわち，社会の前提は独立した個人
であるが，日本にはそもそも個人は存在しないので「社会Jは成立しない。日本
には「社会J の代わりに「世間Jが苓在する O そして，日本人は長い間「世間」
を基準とし i世間」という権威に依存して生きてきた。 開部謹也 uT世間」と
は何かJ]，講談社現代新書， 1995年;阿部謹也1fT教養J とはなにかJ]，講談社現
代新書， 1997年;開部議也「日本社会で生きるということJ]，朝狂文庫， 2003年，
などを参照。
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日本人が「世間」という基準と権威に依存して生きてきた間質社会は 9 明治維
新後も太平洋戦後も変わらず存続してきた。その長い期間にヲ画一的な社会を
たり前とする精神構造が「世間の常識J として形成されてきた。日本は場が
支配する「場の社会」であり る i空気の社会 iである O なるほどヲ
「世間」が支配する日本社会にはヲ え判断し行動し 9 そして
任をとるという人生に対する積極的な姿勢 つに人材が非常に少ないわけで
ある。その結果ヲ明治維新の開国時代に福揮諭吉が主張した「独立自尊の精神」
を欠知した精神構造がいまだに多くの世代を経て面々と継続している O
世間が人びとに強制する殻産化した精神構造の中核にはラ偶よりも全体を
倒的な優位に置く全体主義的な考え方が横たわっている。その全体主義的な
神構造によってヲ多くの人びとは自己を失いヲ思考停止に陥りヲ全体(
世間，会社ラ組織，集団ヲ宗教?神， 1:去令?世論ヲ空気)に隷従する道を選択
しているのである45)O 自立して生きるのではなし全体に身売りすることに
よって生を維持しているO 自分の価値が人間としての存在様相すなわち個とし
ての人生の生き方にあるのではなく。自分がどの全体(組織)に所属している
かによって判断し 9 また世間によって判断されている O 日本では，例えば，人
を判断するのに所属国体(出身大学や所属会社や官庁)などが世間によって重
視されている46)O しかもヲその世俗的価値基準によって，個人の価値判断や
45)全体の役割を担っているものは，時家であったり世間であったり会社組織であっ
たり「法令遵守Jであったりヲ宗教であったり，政治団体であったりするO 全体
主義に関してヲ ドラッカーは，信念の崩壊の過程において組織が信念や理念の代
替物になる危険を指摘している。信念や理念の代わりに組織(全体)に奉仕‘する
ことが目的になるのであるO これが，ドラッカーによれは全体主義の起源であるO
Drucker， Peter， The End 01 Economic Man， Transaction Publisher， 1939， 1995 
(reprint)，を参照。また，キリスト教という宗教が西欧的個人の背景にあるとい
うことは，西欧的個人というものが実は全体主義すなわち全体への隷従へのリス
クを常に内包していることを意味するO 実際，西欧近代史にはナチズムやファシ
ズムやスターリニズムに代表される全体主義国家の歴史が多く存在しているO そ
の意味で，宗教に依存している西欲的個人とは容易に全体主義へと陥りやすい人
間存在であるといえる。
46)多くの日本人に観察される，出身大学や会社や役所なのど所属団体と問一化して
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選択や行動が大きく影響されている O 要するに，人びとは岳分が切り開いた道
を自分の足で歩いているのではなく，世間が敷いた既定のレールのヒを走らさ
れているのである O
本来，自立した自由な人間同士が集まってく社会〉を形成すべきところを，
人びとは全体に隷従することを通じてく世間〉を形成している O しかもヲ人び
とは自ら世間を形成することによって他者を束縛すると同時に 9 その世間に
よって自らも束縛されているのである O いうなれば，自分で自分の首を絞めて
いるようなものである O しかも，人びとは心の中で「世間は裸の王様だ」と思っ
ていても，だれも裸の王様である世間に向かつて裸の事-実を指摘する勇気を
持っていない。「見ざる，言わざるヲ関かざるJの社会的抑圧を受け入れる精
神構造が形成されているのである O ここに，自本の衰退が徐々に進行していて
も，それを食い止めることができない本質的原因がある。自分で考え判断し行
動する独立自尊の精神が欠けているために，世間という全体に隷従する全体主
義的な精神構造から脱却できないのである O 世間と呼ばれる全体の中に個人が
埋没しているのである O そして個人が全体に埋没しているから，自分自身で考
え判断し行動することができないのである O このような世間に従って受動的に
生きることをに慣れた人びとは，グローバル化そして知識社会化した世界環境
の中で自立的に生きて行くために必要な能力を身に付けることができない。
生の衰退と再生
全体主義的な精神構造が原因となって，人間存在にとっての本来的な特徴で
ある個人の主体性と創造力と愛情が失われ，人びとの生の機械化，組織化，社
会化さらには国有化が進んでいる O 多くの日本人は自分の人生を会社や組織に
明け渡し，政府に依存して生きているのである O その結果，人びとの本来的な
自己の傭債を高める行為は，心理学でいうところの防衛機制 (defensemechan-
ism)のー形態である O すなわち，その行為は本来の自立した人間としての自己
実現に失敗したこと(自己喪失)から生じる欲求不満に陥った時に，不満と不安
が動機となって行われる自我の再適応メカニズ、ムの現われとして理解できるO
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生の衰退が進行している O 人間を含む生命舟交の特徴は，それ自体の構造を自
ら構築していく形態発生の過程が持つく自律的で自発的な性格〉によって人工
物や自然の物体などの無生物から反別できる点にある47)O この生命の特徴も
しくは本質は，本来，人間において最も顕著な形で表われていると考えるべき
ものである O事実，人間には経験と学習を通じた自己創造能力が備わっている O
この自己創造能力を活かすことが，まさに人間として生きるということを意味
するのである。したがって， 臼本人の生が衰退しているという指摘は，人間本
来の生の特徴である主体性ヲ創造力，そして愛情が，偲が全体に隷従すること
によって，疎外され失われていることを意味しているのであるO 生の衰退は，
自己喪失，自己疎外，無関心，無気力，倦怠感，愛情欠乏，閉塞!惑，ひきこも
り，などの神経症として現われるO
われわれは，そのような生の衰退から脱出し自分自身の生を再び自分自身
の手で取り戻さなければならない。なぜならば，本来，生は抑圧されることを
許さないものだからである O われわれが自分告身で生を取り戻すことによって
日本社会が再生できるのであるO 日本の危機は単に政治戦略や経済政策や企業
経営の失敗が原因で発生しているのではない。それらは表面的な原悶もしくは
現象にすぎない。政治や経済や経営の失敗の背景にある本質的な問題，すなわ
ち日本が産面している危機の本質は，まさに根源的な意味において，自己喪失
に伴う人びとの生の衰退なのである O したがって，日本再生のためには，日本
社会が再び人間本来の生を取り戻すことが必要になってくるのである O
人が危機に直面した時にどのような態度を取るか，その時の態度がその人の
人間階級を決定する。人間の生にとって重要なのは，世俗的な社会階級ではな
47)生命とは何か，生命の本質は何か，という開いに対する答えに関しては，次の参
考文献が示唆を与えてくれるO モノー，ジャック 1偶然と必然Jl，みすず書房，
1972年;中国力 1脳のなかの水分子一意識が創られるときJl，紀伊闇屋書庖， 2006
年;カウブマン，スチュワート(米沢富美子訳)， 1自己組織化と進化の論理一宇
宙を貫く複雑系の法員IlJ (ちくま学芸文庫)，筑摩書房， 2008年;Kaufman， 
Stuart， Invest忽rations，Oxford University Press， 2000 ;金子邦彦 1生命とは何か
-複雑系生命科学へJl (第2版)，東京大学出版， 2009年。
高く普遍的な人間階級である48)O
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の手によって新しい道を切り開いて
に隷従するのか。自分自身の生を他人に
欺捕しながら生きていくのかヲそれ
きていくのか。自分の存在を他
れとも の
の入時存在を生きていくのか。その選択が関われているのであωO
われわれはヲ人間としてより高い存在を自指し 9 告己変革を通じて成長して
いかなければならない存在なのである O われわれの生はヲすで、に出来上がった
ものとして与えられているのではない。われわれは自分自身の生を自らの手に
っし?なわち畠由を行使することによって創造して行かなければならない。
とは，自らに串って生きる能力のことである O われわれ一人ひとりが自ら
の生を形成して行かなければならないのである O なぜならば，自分以外のほか
のだれも岳分の生を引き受けて生きることはできないからである O 入閣の生は
固有であり代替え不可能であるO 人間にとってラ生とはまさに解決すべき最大
の課題なのである O すなわち，いかに生きるべきか，それが問題なのである O
もっともヲここで開き護ってラガラパゴス化でなにが悪いのか，個が全体に
隷従してなにが悪いのか，今まで通りに小さな島の中で上から言われた指示に
従って行動し，それで、幸せに暮らしていければ良いではないか，と反論する人
48)社会的階級ではない人間的階級という概念については，例えば，オルテガ@イ・
ガセット(桑名--1専訳)， u大衆の反逆Jl，白水Uブックス， 2009年;オルテガ・イ-
ガセット (A'マタイス，佐々木孝訳)， u個人と社会ゎ白水社， 2004年，など
で中心的な概念として使用されているO 高い人間存症とは内発的な活力に満ちた
生の実行者であるO すなわち，オルテガ (2009，p. 132) によると r自分自身を
こえ，すでに獲得したものをこえてラ自己に対する義務や要求として課したもの
の方向へ進もうと，つねに身構えている生のことであるO このように高貴な生は，
凡俗な生，すなわち無気力な生と対置されるが，こちらの生は，自分自身のなか
に閉じこもったまま，外部の力で自分の外へ出ることを強制されないかぎり，永
遠の逼塞を宣言されている生である。」ここには，キルケゴール，ニーチェ，デイ
ルタイ，ヤスパース，ハイデガー，サルトルなどに代表される実存哲学や生の哲
学との共通点を見出すことができるO
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がいるかもしれない。この開き直りに対する答えは簡単で、ある O グローパル化
そして知識社会化する世界の歴史的変化に逆らってガラパゴス化し{簡を全体に
隷従する日本には，世界の歴史から取り残されていく衰退の道しか残されてい
ないからであるO 加えて，日本の政治@経済・文化における衰退は社会全体を
先の見えない閉塞感で包み込み，人びとを最終的に不幸にするからである O そ
れが臼本社会に住む人びとにさらなる生の衰退と自己喪失の危機をもたらすこ
とになるからである49)。
3 . 精神構造
前節では，日本が誼面する危機の本質を理解するために，文明の歴史的危機
の普遍的メカニズムについて考察してきた。そこで明らかになったことは，人
びとの信念を内包する精神構造が世界環境の現実から希離することによって歴
史的危機が発生するという基本構造であった。そして，この歴史的危機の視点
から，日本の危機の本質についてより深く掘り下げて探究することが可能に
なったのである O すなわち，世界環境の変化への適応に失敗した日本の精神構
造が存在し，その基本的特徴として独立自尊の精神の欠如と僧を全体に隷従す
る全体主義的傾向の存在を指摘した。そのような硬直的な精神構造によって引
き起こされた思考停止と世界環境の変化への適応障害が日本の危機という形で
顕在化し信念の懐疑的段階に伴う生の衰退が広範に見られるようになった，
ということである O このように，新しい世界環境に対する既成の精神構造の欠
陥そして適応障害という視点から日本問題に接近することによって，日本が直
面している危機の本質についてより深い洞察を得ることができたのである O
49) 日本の没落がもたらす不幸は，単に人びとの実質賃金と生活水準の低下のみなら
ず，非正規雇用の拡大，失業率の上昇，企業内失業の増大，増税による可処分所
得の低下，将来性の無さに起因する希望喪失と閉塞感，自殺率の上昇などとして
明確に現われてくる o WHOのデータ (2009年)によると，日本の自殺率は， 103 
カ田中 6番目に高い位置にあり，他の先進国に比較すると二倍から三倍の高さで
ある。
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それでは，次に，このような歴史的危機を解決するためにはどうすればよい
のかという間いに答えなければならない。その答えは，一義的には，世界環境
の変化に対応するために自らの精神構造を変革すればよいヲ新しい世界環境に
適した精神構造を創造すればよいヲということになる。しかしその目的を達
成するためにはヲまず始めにわれわれの新しい精神構造がどのようなものであ
るべきか知らなければならない。次にラそもそも精神構造の変革がどのように
なメカニズ、ムを通じて可能になるのかラその方法論を知らなければならない。
その方法論の理論的基礎はヲ本節で明らかにするように 9 われわれは自らの思
考を使って精神構造を修正する能力を持っているいう点にある。 ただし精神
構造の修正メカニズ、ムを理解するためには，その前提として思考と精神構造の
関係について正しく理解しておく必要がある。
本節の目的は，第一に，思考と精神構造の理論的関係を探究することによっ
てヲ精神構造の自己変革メカニズムを明らかにすることにある O そしてヲ第二
に，精神構造の自己変革が目指すべき新しい精神構造とは何かを明らかにする
ことにある O 実は 9 この場合，第一の目的を達成することによってラ第二の目
的もほぼ同時に達成することができることになる O なぜならば，思考と精神構
造の理論的関係を明確にすることによって，精神構造の自己変革が目指すべき
目標自体が必然的に明らかになってくるからである O それはラ自己変革のため
には思考能力が必要であり，したがって精神構造の自己変革が目指すべき目標
は，思考能力を持った精神構造すなわちメタ精神構造の自己創造である，とい
うことである O この点が理解できれば，次にヲ個人と社会の自己変革をいかに
して実現していくかという問題に対しでも自然に答えが出てくることになる O
なぜならば，個人と社会の関係は思考と精神構造の関係と基本的に同じ構造に
なっているからである O
自立主の危機と精神構造
まず始めに，日本の危機をいくら指摘しでも人びとの精神構造が変わらなけ
れば何も変わらない，ということを認識しておく必要がある O 政府が小手先の
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政策や形式的な制度を変えても，人びとの精神構造自体が変わらなければ社会
に本質的な変化は起こらない。なぜならば，精神構造が変わらなければ個人の
行動が変わらないからでありヲ個人の行動が変わらなければ社会も変わらない
からである O この真理が最も端的に現われている現象が日本政治の混迷であろ
うO 日本は価値喪失，進むべき方向喪失の状態にある O どの目標に向かつてど
の方向へ旺本が進むべきかを明確にする理念が存在しない。明確な理念がない
状況で政府がいくら法令という形式を変えても 9 政治家，官僚ラ経営者そして
国民一人ひとりの精神構造が変わらなければ日本は変わらない。理念を持たな
い人びとが方向性のない政策や制度改革を恋意的に行ってもヲただ政治的諮乱
とさらなる社会的停滞を生むだけで根本的な問題の解決にはならない50)O
要するにいくら形式を変えても中身が変わらなければ本質的なものは何も
変わらないのである O この普遍的命題は，同時にヲ政府による政策効果の限界
も示している O なぜ、ならばヲ政府にできることは基本的に法令を作ったり変え
たりすることだけであるが，法令は社会の形式であり中身である個人の精神構
造が変わらなければヲ本当の変革は個人にも社会にも起こらないからであるO
政府が内容の伴わない表面的な形式だけを強制的に変化させると，かえって社
会的混乱を招くだけであるO なぜ、ならば，改革のための改革，すなわち内実の
伴わない形式的な改革に終わってしまうからである。そこに最終的に残るのは，
さらなる混乱と低迷だけである O 結局，単に表面的な形式だけを操作しても社
会の内実を変えることはできない，という結論になる O
もっともヲ人びとの精神構造は社会階級などの社会構造によって決定される
のであり，その逆ではないと反論する唯物論者がいるかもしれない。確かにヲ
50)政治家の役割は本来新しい理念を持って人びとをリードすることにあるD しかし
現実には，平等を原則とする民主主義に支えられた大衆社会の出現によって，人
びとは政府に対して安易な要求をおこなう一方，政治家は大衆に迎合するように
なるO 大衆社会の問題については，オルテガ・イ・ガセット(神吉敬三訳)， w'大
衆の反逆dl，ちくま学芸文庫， 1995年;Ortega y Gasset， Jose， The Revolt 01 the 
Masses， W. W. Norton & Company， Inc.， 1932 ;西部選w'大衆への反逆dl，文塞
春秋， 1983年，を参照。
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社会構造は人びとに共通する精神構造の部分を反映したものであり，両者は相
互に対応し影響し合っている O 特にヲ若者が経験を通じて学習し成長する段階
においては，社会構造が精神構造に与える影響が大きくなる。しかし，人びと
の精神構造はその全てが社会的に共通している部分から成り立っているわけで
はない。人びとは，社会的に共通する精神構造の部分に加えて 9 私的な精神構
造の部分を持っている O この私的な部分が新しい創造の源泉なのである。そし
て，この私的な部分が時間と共に多くの人びとに共有されるようになれば，社
会的に共通する精神構造そして社会構造そのものが変化してくるようになる O
この過程が，まさに人間社会にとって本震的に重要な社会進化のメカニズムで
ある O したがって，社会構造を最終的に決定するのは人びとの精神構造である，
という結論になるO
人びとに共通する精神構造こそが社会と文化の実体そのものである。そして，
すべての社会と文化と歴史は精神活動の結果である O 国家や企業や学校や行政
などの組織も，政治も，経済も，科学弘数学も，芸術も，宗教も，哲学弘
文学も，音楽も，また歴史上のルネッサンスも，戦争も，産業革命弘明治維
新も. IT革命も，すべて人間が作ったものや行ったことは精神活動の結果で
ある O 要するに，社会を含むすべての組織体，人工物，そしてすべての歴史に
おける出来事は精神活動の結果なのである。したがって，日本が直面している
歴史的危機を理解するためには，人間の精神活動の基本的メカニズムを理解し
なければならない。そして，人間の精神活動を理解するためには，思考と精神
構造の関係を理解しておかなければならないのである O
思考と構神構造の関係
日本を没落と衰退の危機から救うにはどうすればよいのか。これまでの議論
によると，個人と社会の精神構造を自己変革すること以外に方法はない，とい
う答えになる O ここで，社会の精神構造とは人びとが共有している精神構造の
部分を指す。それは社会に共通する考え方，思想，文化，常識，捉，規範，慣
習，などに相当するO それは人間同士が共通のニュー口ン凶路(より正確には，
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ニューロン過程)を通じて社会的につながっているということを意味する51)。
い換えるとヲ個人の精神構造は私的精神構造と既存の社会に共通する社会的
精神構造から成り立っていることになる O もちろん両者は独立して存在し機能
しているのではなく 9 脳のニューロンの綿の日を通じて相互に関連し合ってい
るO そして，私的精神構造と社会的精神構造の両者をニューロンの網の日を通
じて精神的に統合したものがまさに人格なのである O
それでは，個人と社会の精神構造を自己変革する，とはどういう意味か。そ
の意味を正しく理解するためには，ニューラル・ネットワーク理論の視点から，
思考と精神構造の関係について正しく理解しておく必要がある O ニューラル・
ネットワーク (neuralnetworks) とは人間の脳機能を人工的にモデル化した
ものである52)O ニューラル・ネットワーク理論は二つの基本構造から成って
いる O 第一の基本構造は，感覚器官への情報インプットが変換システムを通じ
て行動アウトプットとして出力される点である O 第二の基本構造は，行動アウ
トプットの結果を評価して変換システムを修正するフィードバック@メカニズ
ムを持っている点にある O これら脳を構成している基本構造が，すべての人間
の心理と行動の基礎にある O
このような人間の精神活動をモデル化したニューラル@ネットワーク理論に
基づいてヲ本書の基本理論である思考と精神構造の関係を説明することができ
るO すなわち，ニューラル・ネットワーク理論における変換システムがく精神
構造〉に対応しフィードバック@メカニズムがく思考〉に対応していると考
えると理解しやすい。フィードバックなしの行動は条件反射的な無意識・機械
51)われわれはニューロン回路を通じて社会的につながっているというく社会脳〉の
考え方については，開一夫，長谷川寿一(編)， Uソーシアルブレーンズー自己と
他者を認知する脳.JJ，東京大学出版会， 2009年;藤井直敬 UつながるHib，
NTT出版， 2009年;藤井直敬 Uソーシアルブレーンズ入門一く社会脳〉って
何だろう.JJ，講談社現代新書， 2010年;Christakis， Nicholas A. and J ames H. 
Fowler， Connected， Back Bay Books， 2009，を参照。
52) Spitzer， Manfred， The Mind within the Net: Models 01 Learning， Thinking， and 
Acting， The MIT Press， 1999; Kohonen， Teuvo， Self-Organizing Majうs，Spring開
Verlag， 2001，などを参照。
102 蕗学討究第62巻第 1号
的@自動的な行動であり，フィードパックありの行動は反省的な意識すなわち
思考に基づいた行動に対応している O すなわち，ニューラル@ネットワークに
おけるフィードバック・システムが意識と思考に深く関係しており，人間を人
間らしくする要因すなわち人間の本牲と関連していると考えられる O さらにヲ
厳密にいうとく思考と精神構造〉を見渡す高階のくメタ精神構造〉の存在を考
慮に入れなければならない53)。事実，人間の脳はフィードバック機能を持っ
たニューロン回路(過程)の重層的構造を持っている O しかしヲこの時点でわ
れわれが記憶しておくべきことは，本書の中で重要な役割を果たすことになる
思考と精神構造の関係がニューラル@ネットワーク理論の基本構造に基づいた
ものである，という点である O
さて，日本を没落の危機から救うには，個人と社会の精神構造を自己変革す
るしか方法がないといったが，実は精神構造の変革は容易で、はない。なぜなら
ば，精神構造とはもともと保守的なものであるという性質に加えて，精神構造
の自己変革には克服しなければならない逆説が躍となって立ちはだかっている
からであるO 前者の精神構造の保守性は，それが条件反射的ニュー口ン回路か
ら成り立っていることを思い出せば理解できるO 条件反射の特徴は自動性と機
械性と回定性だからである O それでは後者の自己変革に立ちはだかる逆説とは
何か。それは，精神構造の修正を実行できる唯一の方法は思考であるが，その
思考能力は既成の精神構造に依存しており完全に独立しているわけではない，
53)本書でいうメタ精神構造とは，教育理論で重視されているメタ認知
(metacognition)またはメタ認知能力 (metacognitiveability) とも関連した概
念である。これらの概念は共に，人間が成長する過程において，自己の考え方を
自省する能力が果たす役割の重要性を指摘するものであるOメタ認知については，
Flavell， ].I-I.，“Metacognitive aspects of problem solving，" in L.B. Resnick王(仕ed.)
TheM¥Vatωzμ4げre011μ1Ztたeliなgeυ1Zce(ωpp. 231-236)， I-lillsdale， 1976 ; Flavell， ].I-I.，“Meta-
cognition and cognitive monitoring : a new area of cognitive-development in-
quiry，" America1Z Phychologist， 1979，を参照。加えて，メタ精神構造は反省的な
自己認知の機能を意味することからミラーニューロン・システムと深く関連して
いると考えられる。開一夫，長谷川寿一(編)， IT'ソー シアル・ブレー ンズー 自己
と他者を認知する脳J]，東京大学出版会， 2009年，を参照。
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という逆説である54)。
精神構造はすべて過去の経験と学習を経て形成された条件反射的なニューロ
ン回路から成り立っている O 言い換えるとヲ精神構造とは過去の経験と学習を
通じて形成された安定的なニューラル・ネットワークの変換システムのことで
あるO それはわれわれの信念や慣習や思想や考え方などを形成しているニュー
ロン回路である O 条件反射としてのニューロン回路を修正するためには，それ
を意識的，自覚的に思考能力を通じて自らの信念を変革して行かなければなら
ない。すなわち，思考とは信念(既成の条件反射的ニューロン回路)よりも一
段階上の高時精神活動なのである O 思考を通じて条件反射であるニューロン回
路を改善していく方法は，われわれがスポーツに上達する方法と同じである O
練習という試行錯誤の学習を通じて特定の技能に上達して行く過程と同じであ
るO しかし，思考は既成の精神構造の上に構築された回帰的ニューロン活動
(reentrant neural interactions) であるかぎり，既成の精神構造からは完全
に独立することはできない。思考は精神構造を超越することができると問時に
既成の精神構造に大きく依存しているのである O 要するに，思考と精神構造の
関係は，人間の脳を構成するニューロン回路の構造を反映して，相互依存的で
あり回帰的であると同時に階層的でもある55)O
54)この思考と精神構造の逆説は「ラッセルの逆説 (Russell'sparadox) J と類似し
ているO 両者とも自己言及的または自己回帰的な構造的特徴を持っているO そし
て rラッセルの逆説」の解決方法と同じく，思考と精神構造の逆説も高階構造
すなわちメタ精神構造を導入することによって解決できる。
55)本書で説明するく思考と精神構造の理論〉をサポートするいくつかの研究を紹介
する O 哲学の分野では， Bohm， David， Thought as a System， Routledge， 1994，が
くthinkingとthought>の関係について考察しているC さらに， Ortega y Gas-
set， Jose， Man and Crisis， W. W. Norton & Company， Inc.， 1958， Ortega y Gas-
set. Jose， J-listorical Reason， W.W. Norton & Company， Inc.， 1984， Ortega y Gas-
set. Jose， What is Knowledge?， State University of New York， 2002，がくideasと
beliefs>の関係について考察しているO これらくthinkingとthought>および
<ideasとbeliefs>の関係は棺互依存的であり回帰的であり階層的であるO これ
らの点において，くthinkingとthought>およびくideasとbeliefs>は，本書で説
明するく思考と精神構造〉の関係と本質的に同じ講造を持っている。また，脳科
学の分野では，人間のく意識と無意識〉に関する研究において， Edelman， 
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われわれは，高次の思考能力を最大限に活用して，既成の精神構造を意識的，
自覚的，反省的に分析することを通じて，この逆説を克服することができる O
われわれは，自らの精神構造を思考活動を通じて修正することによって，思考
と精神構造の逆説を克服することができるO 人間本来の思考能力を発揮するこ
とによってのみ，われわれは既成の社会的精神構造の支配から逃れてヲ主体的
に新しい精神構造を自己創造することができるのである O そのようにして創ら
れた精神構造の差異および思考能力の差異が人間の個性を生み出す。人間とは，
常に変化する新しい世界環境に対応するために，新しい精神構造を創造し続け
て行かなければならない存在なのである O この意味において，人間の生とはま
さに個人個人にとって解決しなければならない根源的課題なのである O
精神構造を璽規し思考を軽拐する関本の教育
人間として生きるということは，世界環境の変化に直面して常に思考し続け
なくてはならないということにほかならない。すなわち，生きるとはわれわれ
の思考能力を発揮して精神構造を純え間なく更新し続けることを意味する O 人
Gerald M.， Neural Darwinism : The Theory 01 Neuronal GroujりSelection，Basic 
Books， 1987 ; Edelman， Gerald M. and Giulio Tononi， A Universe 01 Conscious-
ness : How Matter Becomes Imagination， Basic Books， 2000; Edelman， Gerald M.， 
Second Nature: Brain Science and Human Knowledge， The Yale University 
Press， 2006，が高度の意識機能(自己意識，言語機能，記憶再生機能，想像力，
過去・現在・未来概念など)すなわち思考活動に対応する回帰的ニューロン活動
(reentrant neural interactions) とその理論的メカニズム (thedynamic core 
hypothesis)について説明しているO 生成，生長，相互結合，学習というニュー
ロンのダイナミックな機能は，まさに人間の思考と精神構造の特徴と一致する O
さらに，ニューラル・ネットワーク研究の分野では，大須賀節雄 1言語と知能
一言語はどのようにして創られたかJ)，オーム社， 2010年，がニューラル・ネッ
トワークの網構造と述語論理の文の生成規則の等価牲を数学的に証明している。
この本は，人間の精神構造と思考の関係をニューラル・ネットワークの機能，特
に情報処理機能(精神構造)と行動結果のフィードパックによる評価機能(思考)
の関係，すなわち後者による前者の修正メカニズム(ニューラル・ネットワーク
の学習機能)の観点から説明することができることを示している。これらの様々
な分野の研究成果は，本書で説明する思考と精神構造の理論を支持する関連研究
と見なすことができるO
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閣が生きるということは世界内存在として，すなわち常に変化する世界環境の
中で世界環境と共に，直揺する課題を解決していくことを意味する56)。われ
われは，思考を通じて自ら新しい自己を創造できる能力，すなわち思考という
自己創造能力を持った存在であるO その思考能力を活かして，個人と社会の自
己変革を実現しなければ，世界環境の変化に対応できない。個人は人間として
成長できない。社会は経済的にも文化的にも発展することができない。したがっ
て，人びとが幸せに生きることもできないのである。変化する世界環境に対応
するために忠考を通じて既成の精神構造と社会構造を修正して行くことは，人
間存在 (thehuman being) にとって生きるための基本活動なのである57)。
日本で実践されている学校教育の最大の問題点は，その目的の重点が既成の
社会的精神構造のコピーを個人個人の精神構造の中に組み込むことに霞かれ，
他方，精神構造を修正する能力(自己創造能力)すなわち思考能力の育成がまっ
たく軽視されてきたことにある O 前者は既存の固定した環境に順応するために
有効な機能である一方，後者は変化する環境へ適応するために，そして人間と
して成長するために必要な能力である O 日本の学校教育においては，学生が自
分で考え判断し行動し自分で責任を取るという独立自尊の糖神が全く養われて
いない。その代わりに，すでに答えの分かつている知識すなわち既成の精神構
造のコピーを学生の頭の中に植え付けているのである O 要するに，日本の学校
56)世界内存在 (1n-der-W elt-Sein) とは，人間が世界環境と共に存在する存在者で
あることを意味するハイデツガーの言葉であるO それは主観と客観の二元論，心
と身体の二元論，遺伝と環境の二元論を超越するための概念であるO ハイデイ
ガー，マルテイン(細谷貞雄訳)， r存在と時間(上・下)J，筑摩書房， 1994年，
参照。ハイデッガーの世界内存在と同様の考え方は，オルテガ哲学の主題である
「私は私と私の環境である (1am myself plus my circumstance) J という言葉
によっても表現されている o Ortega y Gasset， J ose， Meditations on Quixote， W. 
W. Norton & Company， 1nc.， 1961 ;渡辺修 rオルテガJ，清水害説， 1996年，
などを参照。
57)脳(ニューロン回路またはニューロン過程のシステム)が自らの構造と機能を修
正することができる (neuroplasticity) という発見は，近年の脳科学におけるコ
ベルニコス的転換であるといわれているo Doidge， Norman， The Brain that 
Changes Itself， Viking， 2007，参照。
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は学生を既存の硬直化した社会環境に順応させることを最重要視する一方ヲ学
生が自分で、成長する能力そして世界環境の変化へ適応する能力，すなわち自己
創造能力を身に付けることを軽視してきたのである O 自らの精神構造を自己変
革し，さらに社会構造を自己変革する能力を軽視してきたのである O このよう
な条件反射的な精神構造の重視そして思考能力の軽視という学校教育ではヲマ
ニュアルがないと何もできないマニュアル人間を大量に育成する結果になる O
すなわち，自分で考え自分で判断し自分で行動しそして自分で責任を取る独
立自尊の精神に溢れた人間は，日本の学校教育からは例外としてしか生まれて
こないのであるO
ところで，思考能力のある人間であれば，この日本の教育の特徴が先に説明
した全体主義的精神構造と深い関係を持っていることに気がつくであろう O す
なわち，既成の社会的精神構造のコピーを一人ひとりの頭の中に作成するとい
うことは，社会的精神構造という全体に隷従する人間を大量に育成することに
なるからである O そうであるならば，既成の精神構造を重視し思考を軽視する
日本の教育が，日本没落という現象と深く関連しているという点にも気がつく
であろう O すなわち，社会的精神構造をそのまま偶人の精神構造にコピーする
という日本の教育では，思考能力すなわち世界環境の変化に対応する能力に欠
けた人間を大量に教育することになるからである O さらに，主体性と創造力に
欠ける同質人間を大量生産することによって，人びとの心の中に独立自尊の精
神が養われず，逆に一人ひとりの中にそして社会全体の中に自己喪失に伴う生
の衰退の危機を引き起こすからであるO 要するにラ個人個人の思考能力の欠如
と自己喪失に伴う生の衰退が社会的に顕在化した現象が日本没落なのである O
主体性と創造力と愛情の欠知
個人にとって，既存の社会的与件である精神構造を自分の精神構造としてそ
のまま疑いもなく受け入れるということは，自らの人間としての成長を止める
ということを意味する。同じように，社会が既成の精神構造を全体に共通な精
神構造として人びとに強制することは，人びとから思考能力を奪いとることを
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意味する O そして，そのことは人びとから主体性と創造力のみならず愛情も奪
うことを意味する。なぜ、ならば，主体性と創造力とは思考能力すなわち既成の
精神構造を修正する能力から生まれるものであり，愛情とは主体性と創造力を
有している自立した人間同士が対等の立場でお互いの存在を認め合うことから
生まれるものであるからである O 上下関係や強制力の強い抑圧的な社会環境の
中からは愛情は生まれない。そしてヲ愛情のない社会には笑顔も芸術も文化も
生まれない。したがって，社会が既成の精神構造を強制することは，社会の経
済的，政治的，そして文化的な進歩を止めるということを意味する O それは同
時に主体性と創造力と愛情の欠如した個人と社会を作り出す結果になる58)。
これが日本が先進国の発展段階に到達した途端に停滞してしまった決定的な
理由である O 主体性と創造力と愛情の欠如，これが毘本が直面している危機の
具体的特徴であるO 先進国グループに仲間入りするまでは，深く考えずにただ
単純に先進国が歩んだ道跡を歩いて行けばそれで大きな問題はなかった。先人
の真似をしていればそれで、良かったのであるO しかしいったん先進国の仲間
入りすると，それから先の道は自分自身で切り開いて行かなければならない。
先進国の段階に入って，明治維新以来の先進国へのキャッチアップを主要日的
とした日本の精神構造と社会構造が逆に自らの足を引っ張ることになったので
ある。先進国の先にあるものは未知の世界である Oその先の道程を示したマニュ
アルはもう存在しない。未来は自分達が主体的に創造していかなければならな
¥{¥o ほかに選択の余地はないのであるO この局面に至って，上からの指示やマ
ニュアルがないと何もできないマニュアル人間を大量に教育してきた日本は，
58)相互主観性および間身体性の問題はメルロ=ポンティが探究しているO 例えば，
sヶ月から12ヶ月の関の幼児期に見られる「ねたみJ，rみせびらかしJ，r模倣J
といった自他の未分化の現象はく癒合的な社会性〉と呼ばれているO「悪平等主義J，
「常に他人との比較において自己を評価する傾向J，rルサンチマン(恨み妬み嫉
妬)やイジメムなどの現象は，自他未分化(自立性の欠如)から生まれるく癒
合的社会性〉の名残で、あると解釈することができるO メルロ口ポンテイ(滝浦静
雄・木田元訳)， u"H良と精神J]，みすず書房， 1966年，特にその中の「幼児の対人
関係」を参照。
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自らの思考能力を通じて時代遅れの精神構造と社会構造を自己変革することが
できない状態に陥っているO その結果，日本は先進国グループに追いついた途
端に，急速に生命力を失い社会的停滞を招いてしまったのである59)O
ι個人
これまでの議論で，人びとの思考能力の再生そして新しい精神構造の創造な
しに日本を再生することはできないことが明らかになった。すなわち，自己変
革のためには思考能力が必要であり，したがって新しい精神構造が目指すべき
目標は，思考能力を持った精神構造すなわちメタ精神構造の自己創造でなけれ
ばならない。そして，思考能力の欠如は日本の学校教育そして旺本が車面して
いる危機の本質と深く関連しており，それは個人と社会に主体性と創造力と愛
情の欠如をもたらすという深刻な開題を引き起こしている O このような思考能
力の欠如が，人びとに生の衰退をもたらしヲ日本没落の深層原因となっている O
したがって，日本再生のためには，思考能力の強化と新しい精神構造の創造を
通じた個人と社会の自己変革が不可欠である，という結論になった。
今や，われわれは日本再生のために不可欠な個人と社会の自己変革について
詳しく探究すべき段階に到達した。したがって，本節では，思考と精神構造の
理論的関係を踏まえて，個人と社会の自己変革のメカニズムと岳己変革が目指
すべき具体的目標について探究する O なぜ、前節で学んだ思考と精神構造の理論
的関係を諮まえてかというと，それが偶人と社会の関係と本質的に同じ構造を
持っているからである O すなわち，思考を通じて精神構造を自己変革するメカ
ニズ、ムは，社会を構成する個人が社会構造を自己変革していくメカニズ、ムに相
似している O 両者ともフィードパック@メカニズムを通じて自らを修正しなが
59) r生命力」とはさまざまな言葉で呼ばれてきたが，ニ}チェのけ1への意志
(the will to power) J，フロイトの「リピドー (libido)J，ベルグソンの「エラン・
ピタール (elanvi tal) J ，ギリシャ神話の「エロス (Eros)Jなどに相当する概念
であるO
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ら成長して行く潜在能力を持っている O さらに，社会は多数の偶人のニューロ
ン回路(過程)が繋がって出来た拡大ニューラル@ネットワークと見なすこと
もできる O その意味においてラ個人と社会の関係は思考と精神構造の関係に自
己相似していると考えられる 60)O したがって，本節では9 すでに学んだ思考
と精神構造の理論的関係を踏まえて，個人と社会の自己変革について探究する O
とメヲ精神構造
日本再生を実現させるためには個人と社会の自己変革が必要であるといった
がヲなぜ単なる変革ではなくて自己変革なのか。その理由は，すでに指摘した
ように，外から強制的に社会構造を変革しでも中身すなわち人びとの精神構造
が変わらなくては外面の形式的な変化だけに終わってしまうからである O 個人
の精神構造は各自の内面の中からしか真の変革は実現できないからである O そ
して個人の精神構造の白己変革なしに，社会に共通する糖神構偽造さらには実体
のある社会構造の変革は起こりえないからである O
それでは，個人の自己変革はいかにして可能になるのか。この間いに答える
ためには，自分が変わったといえるのは，どのような時であるのか考えてみる
とよい。自分が変わることができるのは，今まで解らなかった自分にとって重
要なことがく解った (Ahal)>と思うときである O 解るということは単に知る
ということとは違い，それによって自分自身が変わるということである61)O
それによって自分の行動基準そして行動パターンが変わるということである。
60) 自己相似 (self-similar) とは，何らかの意味(例えば，図形的，統計的な意味)
において全体と部分が相似であることを指す。一般に，臨界状態にある物事は自
己相似的性質を持っており，そこではくべき乗則〉が成立することが知られてい
るO しかも， 1闘人の脳は臨界状態を自己組織化できるニューラル・ネットワーク
であり，そのような多くの個人がつながって成り立っている社会も臨界状態を自
己組織化できるニューラル・ネットワークと見なすことができるO したがって，
ネットワークの観点から見れば，個人も社会もお互いに自己相似な普遍的構造を
共有していると考えられる o Buchanan， Mark， Ubiquiわ1，Broadway， 2002，および
Buchanan， Mark， Social Atom， Bloomsbury， 2007，を参照。
61) i入聞は何かを知ることだけではそう熊単に変わりません。しかし「解る」と
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なぜならばラ解るということは自分の精神構造が新しく変わるということを
i床するからであるOそして自分の精神構造が変わるということは，情報インプッ
トと行動アウトプットの変換システムが変わるということでありヲ したがって
行動パターンが変化することにつながるからである O
人間の行動が大きく変わることができるのは，今まで信じていた行動選択の
基準となるべき価値観が大きく変わる持である O 例えば9 自分は世界と共にい
かに生きるべきかと自問自答し 9 その答えが解ったと思う時である O すなわち
世界の中の自分の役割について新しい認識に到達した時である。その時にヲ
分がいかに生きるべきか，自分が何をすべきかヲそして何ができるのか，自分
自身で確信することができる。それは同時に，世界内存在である人間としての
自分の存在価値を自己了解することである O 自分が大きく変わることができる
のはヲ自分の人生について自分自身の内面から新しい理解に到達することがで
きた時である O 要するにヲ個人の自己変革とはヲ世界の中で生きる自分の経験
と学習を通じて{酎直観すなわち精神構造を自己変革することでありラそれは条
件反射的な精神構造からメタ精神構造へと自己組織化するために思考能力を発
展させて行くことを意味する O
/吉田-}j" (偶人的行為と社会的横寵)
個人の自己変革から社会の自己変革へとさらに探究を進めて行くためには，
個人と社会の関係について正しく理解しておく必要がある O そこで，言語とい
うわれわれの日常生活に身近な例をあげて，個人と社会の関係について考えて
みよう O 言語は代表的な人間の脳機能であり，思考を可能にする個人的手段で
あると同時に，人びとの間のコミュニケーションを可能にする社会的手段でも
ある O すなわち，言語は個人としての人間存在を特徴づける要素であると同時
に，人間社会を形成するために必要不可欠な要素でもある O さらに，言語は個
いうことはただ「知る」こと以 tに，自分の人槍にかかわってくる何かなので，
そのような「解るJ体験をすれば，自分自身が何がしかは変わるはずだ、というこ
とで、す。」阿部謹也Ir百本人はいかに生きるべきかJl，朝日新開社， 2001年， p.128o 
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人または社会に共通な糖神構造の一部が顕在化したものと考えることもでき
るO 要するに 9 われわれの精神構造が自に見える形または耳で関こえる形で顕
在化した代表的な存在が言語である。
言語学者ソシュールは，言語について三つの側面(ランガージェララングヲ
パロール)を区別して説明している 62)。まず第一にラソシュールは人間の
語能力そのものをランガージェと呼ぶ。すなわち，ランガージェとは人間が生
まれながらに持っている潜在的言語能力のことを意味するO これはチョムス
キーが「普遍文法」と時んだ概念に近い63)O第二に，われわれが日常用語で
語」と呼んでいるもの，具体的には日本語とか英語とかフランス語というよう
に人びとが一般に「言語」と呼んでいる対象をラングと呼ぶ。すなわちラング
とは民族や国家に共通して使用されている言語ヲ文化の一部として社会的に使
用されている言語のことを意味する O 第三に，個人としてのわれわれ一人ひと
りが呂常の場面で使用する私的発話または言語表現のことをパロールと呼ぶ。
したがって，人間の潜在的言語能力をランガ ジ、エラそして言語の社会的側面
をランゲラ個人的側面をパロールヲと呼ぶと考えてよい。
これら言語の三つの側面には次のような相互依存関係が存在する O 第一にヲ
ランガージ、ュと呼ばれる潜在的言語龍力によってラングは創られヲラングが創
られることによってランガージュが顕在化されるO 第二に，社会言語であるラ
ングの規則に沿って個人言語であるパロールは創られると同時に，パロールが
行使されることによってラングが顕在化される O このようにパロールはラング
を保守するが，ラングは国定的なものでは決してない。変化する医界環境への
適応としてパロールが変化しそれが広く社会に浸透すればラング自体を変化
させることになるO すなわちヲパロールにはうングを修正し発展させる能力が
62)ソシュール(小林英夫訳)， rh般言語学講義ゎ岩波書庖ヲ 1972年;丸山圭三郎，
『ソシュー ルの思想Jl，岩波書庖， 1981年;丸山圭三郎編 1ソシュー ル小辞典Jl， 
大修館書庖， 1985年，などを参照。
63)生得的な言語獲得能力のことをチョムスキーは「普遍文法(UniversalGrammar) J 
と呼んだ。今井邦彦(偏)， 1チョムスキー小辞典Jl，大修館， 1986年，参照。
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存在する O しかも，この新しく言語を創造する能力はパロールのみに存在する O
パロールとラングの相互依存関係は，言語を進化させる上で重要な働きをし
てきた。すなわち，パロールとラングの相互依存関係に基づく言語の進化論が
成立するO それはさらに個人と社会の相互依存関係に基づく社会の進化論へと
発展していく O この関連を理解するためには，言語の三側面の説明において，
ランガージ、ェを人間の生命力に，ラングを社会に，パロールを個人に置き換え
てみるとよい。そうすれば，それがほとんどそのまま個人と社会の関係につい
ての命題としても成立することに気がつくであろう O 個人は社会に依存して生
きているが，個人の自己変革なしに社会は自己変革できない。社会を形成して
いるのは個人だからである O 要するに，社会は多数の個人を通じてのみ世界の
中で顕在化できるのである O
社会の本質としての慣習
それでは社会の本質とは何か。それは社会に住んで、いる人びとに共通する精
神構造すなわち文化，思想，常識，習d憤， t定，信念などの背景にある社会的精
神構造であるO それは既存のものとして社会がわれわれに与える償曹として顕
在化する64)。この社会的精神構造またはそれが顕在化した社会的慣習に従っ
て，われわれは日常生活においてほとんど自動的かっ機械的に行動している O
しかもヲ社会によって与えられた既成の精神構造に関して，われわれには生ま
れた時点では何の選択の余地もない。子供から大人に成長する過程において与
えられた社会的精神構造を身に付け，その土台の上にわれわれは自分自身の経
験と学習を通じた独自の精神構造を構築していくことになるのである。例えば，
社会的精神構造の代表例である言語(ラング)を学び言葉(パロール)を実践
できるようになる過程のようにである O
われわれは，生まれた時から大人の物まねを通じて言語を学習する O 言語を
64)例えば，オルテガ・イ・ガセット (A.マタイスヲ佐々 木孝訳)， w'個人と社会Jl， 
白水社， 2004年，は咋士会を構成する事実は慣習であるJ (p .12) という命題を
基礎に，個人と社会の関係について考察しているO
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学ぶ過程においてヲ問時に既存社会の'慣習である世界観ラ人生観ラ価値観ヲそ
して世間の常識などを学んでいく O その慣習がわれわれの精神構造に条件反射
的に組み込まれていく。ただし大人になった人びとが使揺する言葉の意味は
微妙に異なる O なぜならばヲ個人の経験や学習内容が異なれば9 その個人
が使用する言葉の意味も深いレベルで異なってくるからである O 言葉の意味の
にはヲ個人の経験と学習に基づいた各自特有の暗黙知を含む知識体系が存
しているからである O その個人的知識体系の差異が言葉の意味に微妙な
みヲそれが人びとの誤解の原田ともなり得るし 9 逆に新しい創造の要因と
もなり得るのである O 個人が使う言葉(パロール)の差異が既存の社会的慣習
に影響を与え修正し変更し，そこから新しい社会的慣習が生まれることによっ
て (ラング)が進化していくのである O
パロールとラングの関係がそうであるように，個人と社会の関係も本費的な
相互依存関係にある O 言語の場合を再び例に取ると，われわれの生は生まれた
社会において周りの人達の言葉を真似て覚えることから始まる O はじめは，世
界に存在する物の名前を覚える O 次に，上とか下など物と物との関係に関する
言葉を覚える O それから，さらに愛とか正義とか真理など抽象概念を表現する
言葉を覚える O このように社会の共通言語を学んだ後に歩やっとそれらを道具
として使って自分独自の世界観や人生観ヲそして思想や信条などの価値観を頭
の中に形成することができるようになる O すなわち，社会的精神構造を頭の中
に基本的ニューロン回路として構築した後に，ょうやく自分自身の新しい精神
構造を構築することができるのである O そして，各個人が独自の経験と学習を
通じて構築した新しい精神構造に基づいて行動するようになるO 要するにヲ与
えられた社会的精神構造を身に付けた後にヲ個人は独自の精神構造を構築し
それに基づいたさまざまな個人行動の相互作用を通じて，今皮は社会が進化し
ていくのである O
しかし人間は独自の精神構造を創造できる水準まで成長するまでは，既成
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の社会的精神構造に完全に依存して生きることになるO 個人は社会の単なる部
品ではない。しかし，現実には 9 社会が偶人に依存している状況よりも，個人
が社会に依存している状況の方が圧倒的に多い。偲人は生まれた時から，その
社会の言語，文化，思想，習慣を歴史的伝統という形でそのまま受け継ぐ。し
かも，たとえ個人が独自の精神構造を持った自己確立の段階まで成長できたと
しても，日常の社会生活においては社会的精神構造にほとんど依存し，それに
準拠した行動を自動的，機械的，慣習的に採用して生きていくことになる O そ
うした方が，日常生活において，意識的思考に伴う精神コストを節約すること
ができるので効率がよいからである O
このように，ほとんどの場合において個人は社会に依存して生きていくので
あるが，この依存関係が逆転する場合が存在する O それは社会が思考を必要と
する時である O思考が必要となるやいなや，個人と社会の依存関係は逆転する O
なぜならば，個人のみが思考能力を有していて社会には思考能力がないからで
ある65)O なぜ社会は思考できないのか。その開いに答えるには社会の本質と
は何か，もう一度思い出してみればよい。すなわち，社会の本質は慣習であり，
多くの人びとに共通する既成の精神構造が社会の実体であるからである O そし
て，既成の精神構造は条件反射的ニューロン回路の部分であり， したがって意
識的，反省的，自覚的な思考機能を持たないからである O ひとりで自己に向き
合うことができる精神においてのみ，すなわち自己の内面に深く沈潜すること
ができる精神においてのみ，思考は可能になる O 社会は機械的，自動的，国定
的な慣習から成り立っている O 慣習は与件であり，それ自体思考することがで
きない。要するにヲ個人のみ忠考能力を含むメタ精神構造(フィードバック機
能)すなわち自己反省的な思考に深く沈潜する能力を持っているのであり，慣
習から成り立つ社会それ自体には思考能力が存在しないのである。
65)ヴェイユ，シモー ヌIT"自自と社会的抑圧.Jl，岩波文庫， 2005年，特に第三章「自
由な社会の理論的展望」を参照。人忠考が問題になるや，関係は逆転するO 存在
が無を凌駕するように，位i人は集団を凌駕するO ひとりで自己と向き合う精神に
おいてのみ，思考は形成されるからだ。集団は思考しない。J (p. 102-103) 
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それでは社会が思考を必要とする時はいつか。それは，社会が危機に直面し
ている時である，もしくは社会がすで、に危機的状況に陥ってしまっている時で
ある O 危機とは，すでに説明したように，社会における既成の精神構造が硬直
化して世界環境の変化に適応できなくなった状況のことである O それは，まさ
に世界のグローパル化と知識社会の到来という大きな歴史的変化において，現
在の日本が置かれた状況である O それは，まさに途上国から先進国へと経済発
展した後の日本社会が置かれた状況である O 社会が思考の必要牲に迫られたと
きこそ個人の役割が重要になるO なぜ、ならばラ社会が新しい世界環境に適応す
るには，個人の思考能力に依存しなければならないからである O 個人の自己変
革があってのみ社会に共通な既存の精神構造が変化で、きるからである O した
がって，社会が歴史的危機に直面している時に，それを危機から救うことがで
きるのは深い思考能力を持った個人のみである O そのような個人が多ければ多
いほど社会が危機から脱出できる可能性は高くなる O
社舎の愈機と新しい精神構造
多くの個人が思考能力を発揮し新しい世界環境に対応した精神構造を自ら創
造することによって，社会は危機から脱出することができるO そのためには，
われわれ一人ひとりが新しい精神構造を創造するために自己変革を実行して行
かなければならない。すなわち，個人の自己変革が社会の自己変革の前提条件
なのであるO 個人の自己変革なしに社会の変革はあり得ない。なぜならば，個
人のみが危機に直面している社会が必要とする思考を提供することができるか
らであるO 歴史的危機を克服するためには，社会は個人の思考能力に頼って，
新しい精神構造を創造して行く他に選択の道がない。要するに，多くの個人が
自らの思考能力を最大限に活用して自己変革を実現することが，最終的に社会
の自己変革の実現につながるのである O
それでは，われわれ個人個人が自己変革を通じて自標とすべき新しい精神構
造とはなにか。その答えは，自己反省的な思考が可能なメタ精神構造である O
それは，自分で考え，自分で判断し，自分で行動する，そして結果に対して白
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分で責任をとるラそのような人間の存在様相を善しとする精神構造であるO そ
れは条件反射的な精神構造とは本質的に異なるO それは思考能力を含む高い階
を持った精神構造である O もっと正確に表現するとラわれわれが目指すべき
新しい精神構造とは，自己反省的な思考能力を含む高階躍の精神構造すなわち
メタ精神構造である。メタ精神構造とは?行動結果を評{揺す イードパッ
メカニズムを備えた自己回帰的かっ高階居的な精神構造である O それでは
る精神構造とメタ精神構造はどう違うのか。次に 9 条件反射的な精神構造と
己反省的な思考能力を舗えたメタ精神構造の違いを，マニュアル人間と島由人
間という二つの異なった人間の存在様相を比較対照することによって明らかに
してみよう O
?
外からの指示またはマニュアルがないと侮もできない人間存在をマニュアル
人間という O マニュアル人聞は自分の外からの命令や指示がなければ行動でき
ない。マニュアル人間は自分で考え判断し行動することができない。もちろん
自分の行動がもたらす結果について責任を持つこともしない。マニュアル人間
は自らの責任で善悪の判断はできない。そして，マニュアル入閣は外からの命
令や指示通りに行動するわけであるから自分には責任がないと考える 66)。あ
る意味において，マニュアル人間は自分の行動に伴う責任を避けるために富目
的にマニュアルに従うのである O しかしラそれは自己欺織である O なぜ、ならば，
マニュアル人間は責任を回避するために自己を放棄するわけで、あるがラそれは
人間の本来性を失うことになるからであるO
マニュアル人聞は与えられた指示に従って行動する O そのような機械的な行
動の背景にあるのは，もちろん条件反射的な精神構造である O マニュアル人間
66)アイヒマンはヒットラー政権下におけるユダヤ人虐殺の命令を実行した最高責任
者であるO かれは法廷で「私は命令に従っただけだ」という理由で自分には全く
ユダヤ人虐殺の責任はないと弁明した。アイヒマンはまさにマニュアル人間の典
型だったのである o Arendt， Hannah， Eichmωzn in Jerusalem : A Rφort on the 
Banality 01 Evil， Penguin Classics， 1963，参照。
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は，与えられた情報インプットに対してラ決まった行動アウトプットを出力す
る機械人間である O しかし，マニュアル人間はプログラムされたことを自動的
に効率よく行うという点において非常に優れている O その点において，先進国
にキャッチアップするという明確な日擦を持った明治時代や戦後復興期におけ
る日本社会においては非常に有用な人間タイプであった。ただし，マニュアル
人間に決定的に欠けている重要な人間本来の条件があるO それは自分で考える
能力すなわち思考能力である O すなわち，マニュアル人間は自分の行動の結果
を評価し次の行動を修正するフィードバック・メカニズムを欠如した人間存在
すなわち条件反射的な精神構造を持った人間存在である O
マニュアル人間とは対照的に，自己反省的な思考能力と独立自尊の精神を
持った人間存在を自由人間という O 自由人間は思考能力を含むメタ精神構造を
持った人間存在である O それは，情報インプットに対する行動アウトプットの
結果を自己反省的に評価しその評価に基づいて情報インプットと行動アウト
プットの間の変換システムである精神構造を自ら修正することができる人間存
在である O すなわち，自由人間とは自立した入間存在であり，思考能力を通じ
て自己創造できる人間存在である O そのような人間存在は，お互いの自由と自
立性を尊重し合うことによって，愛情を実現する条件を満たしている人間存在
である O 要するに，自由人間とは，お互いに独立自尊の精神を尊重し合うと向
特に，主体性と創造力と愛情を実現できる能力を備えた人間存在である O
自白人間は，自分で考え判断し行動すると同時にラ自分の行動の結果に対し
て自分で責任をとる O 自由人聞は，文字通り，自らに由って生きていく能力を
持った人間である O自らに由って生きていくためには思考能力が不可欠である O
なぜ、ならばヲ思考することなしに変化する世界の中で，すなわち世界内存在で
ある人間として，自立的そして能動的に生きていくことができないからであるO
マニュアル人間のように回定した行動パターンしか持っていなければ，世界環
境の変化に自ら対応できないからである O 世界内存在である人間の生という課
題を解決していくためには，自分が世界の中で生きていることから発生する問
題を発見する能力とその問題を解決する能力という二つの思考能力の機能が不
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可欠である O したがって，次の重要な命題が成立する O すなわち，思考能力が
なければ世界の中で自白人間として生きていくことはできない。
全体社会から自由社会への進化
マニュアル人間は全体社会を指向するO 全体社会とは，社会的に共通な既成
の精神構造を国定したもの絶対的なものと見なしヲそれをすべての個人に強制
する社会のことである O 全体社会とは個人が全体(国家，世間，会社，組織ヲ
宗教，集団，空気)に隷従する硬直した社会である O したがって，全体社会で
は個人の自由は存在しない。自由人間という人間の存在様式は否定されるO 反
対に，全体社会はマニュアル人間を重宝する O なぜならば，マニュアル人間は
上からの指示に機械的に従うので，全体社会と親和性が非常に高いからである。
しかし，全体社会では人びとから自由が剥奪され主体性と創造力が抑圧される。
それだけではない，愛情も抑圧されることになるO なぜならば，愛情は自立し
た対等な人間向士の間に生まれるものであって，上下関係が支配する社会環境
の中では成立しないからである67)。その結果，全体社会では個人から思考能
力と共に主体性と創造力と愛情が奪われることになる。そのような主体性と創
造力と愛情を人間から剥奪する全体社会は，人間本来の生を否定することに
よって，必然的に停滞し閉塞感に包まれた状況へと転務していく O
世界史に見る全体社会の例としては，キリスト教支配下の中世ヨーロッパ，
ヒットラ一政権下のドイツ，ムッソリーニ政権下のイタリア，天皇軍国主義下
の呂本，スターリン政権下のソ連，毛沢東政権下の中国，金日成政権下の北朝
67) I十二世紀に「個人」が生まれたと同時に I恋愛」もト二世紀から生まれたと
いうことがほぼ定説になっています。…「恋愛」は「個人Jがないところにはあ
りえないというのが，ヨーロッパ人の考え方で、すO …男も女も対等な人格として
r個人」が生まれたのが十二世紀で，そのときから対等な人格としての「恋愛J
が成立する前提条件ができたと考えられているから，十二世紀に「恋愛」が発明
されたとまで言う人がいるoJ阿部謹也 IF日本人はいかに生きるべきかJj，朝住
新聞社， 2001年， p.88-890 愛とは芸術(技術)であり自立・成熟した人間同士
でないと成立しないという主張については，Fromm， Erich， The Art 01 Loving， 
Harper & Row， 1956，を参照。
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鮮，などが挙げられるO それほど極端ではないが，教祖に従う信者からなる各
種宗教団体，官僚主導の社会主義国家である日本，それに一世論によって愛国主
義(イラク戦争)に反する意見が抑圧された 9/11直後の米国，なども全体社
会の様相を呈した例として数えることができる O このように，全体社会の例は
人類の歴史上数え切れないほど多くあるO その背景には，権力もしくは権力関
係というものは常に全体社会を指向するものである，という人間の深層心理が
潜んで、いる O 要するに，権力には上下関係が伴うため，権力はピラミッド型の
全体組織そして全体社会を必然的に指向することになるのであるO
一方，自由人間は自由社会を志向する O 自由社会とは思考能力と独立自尊の
精神を持った多くの個人が自らに由って生きていく社会であるO それは，個人
の自由すなわち主体性と創造力と愛情を最大限に尊重する社会であって，お互
いに個人の自由を抑圧することは最小必要範聞に限られる Oこの意味において，
自由社会には本質的に上下関係はなく権力の聞において平等社会である O ただ
し，自由社会が成立するための必要条件は多くの自由人間の存在である O 自白
人間とは独立自尊の精神と思考能力を持った人間である O 加えて，白出人間と
は，お互いを自立した個人として認め合い尊重し合い愛し合える能力を持った
人間である O 要するに，自由人間とは世界環境の変化に対応して既成の精神構
造を自らの判断で修正できる自立した思考能力を身に付けており，さらにお互
いを対等な自立した人間存在として認め合うことができる愛情能力を持った人
間のことである O
ここで，自由という言葉の意味と定義を明確にしておこう O 自由とは何か。
自由とは文字通り自らに由って生きていく能力のことを意味する68)O すなわ
ち， t=J由とは単なる束縛や強制の不在を意味するのではなく，人間が経験と学
68) 自由とは自らに由って生きるく能力〉のことを意味するのであって，それはく権
利〉ではない。自由はよく権利として解釈されることが多いが，それは人聞が作っ
た法律の世界においてのみ意味があるO 人間社会よりも普遍的な自然の陛界にお
いては，生物の権利などと呼ばれるものは存在しない。しかし生物にも能力は
存在するO すなわち，龍力としての自由は，権利としての自由よりも，より根源
的かつ本質的な概念であるO
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習を通じて成長することによって身に付けることができる自立して生きる能力
のことを指すのである O より具体的な言葉で表現すると，自由とは自分で考え
判断し行動する能力ヲそして結果に対して自分で責任を持つ能力のことをいう O
自由とは独立自尊の精神を持って生きていく能力のことを意味する O したがっ
て，自由に生きることができるためにはヲその前提条件として，自らに由って
生きる能力をすで、に学び取って身に付けていなければならない。ここから重要
な命題が導出される O すなわち，たとえ外からの束緯や強制がなくても 9 自ら
に由って生きる能力を身に付けていなければ，そもそも自由に生きるというこ
とはできないのである O
日本が再生するためには，全体社会から自由社会へと進化して行く必要があ
るO ここで社会が進化するとは，どういう意味なのか明確にしておこう O 進化
論における生物的進化の定義は，集団中の遺伝子頻度が時間とともに変化する
ことである O そして，生物の遺伝子頻度が変化することは，集団中の多くの生
物の能力と行動パターンが変化することを意味する69)。同様にヲ人間社会に
おける進化とは，社会中の人間の精神構造の頻度が時間とともに変化すること，
と定義できる。そして，人間の精神構造の頻度が変化することは，社会中の多
くの人びとの能力と行動パターンが変化することを意味する O なぜならば，情
報インプットを行動アウトプットに変換するシステムが人間の精神構造である
からである O 社会中における精神構造の頻度の変化が人びとの能力と行動パ
ターンを変化させヲそれによって社会が進化することになる O すなわち，社会
進化の単位は，究掻的には集団でも個人でもなく精神構造である70)O
それでは，全体社会から自由社会への進化はどのようにして可能になるのか。
一般に，人びとの持っている既成の信念が現実世界に適応していないことから
69)進化と人間行動の関係については，長谷川寿一・長谷川虞理子 1進化と人間行
動J]，東京大学出版会， 2000年，参照。
70) この命題はj生物進化の単位は，究極的には集団でも個体でもなく遺伝子であるj
という進化生物学の命題を社会進化へ応用したものである o Dawkins， Richard， 
The Se~βsh Gene， Oxford University Press， 1976， 1989，参照。
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生じる不調和と苦痛がある限界を超えると，その不調和と苦:痛を解消しようと
人びとの精神構造が変化する可能性が大きくなると考えられる。さらに複雑
系理論の観点からも，広範な個人間の相互作用が活発な条件下では，社会内部
で臨界状態が自己組織化され，ある契機によって社会が相転移する可能性が大
きくなることが知られている71)Oこれは全体による個人のコントロールによっ
て形成される外生的秩序ではなく，個人の共同現象としての自生的秩序の生成
メカニズムである。したがって，日本が全体社会から自由社会へと進化するた
めには，より多くの人びとがマニュアル人間や組織人間や大衆人間という非本
来的な存在様式から自白人間という本来的な存在様式へと自己変革すると同時
に，お互いの対話を通じて本来的社会についての共通了解を打ち立てるよう努
力することが要求される O
曲社舎における教曹の役割
自由社会における教育の役割は決定的に重要であるO なぜならばラ自由社会
が成立するためには多くの自由人間の存在が必要であるが9 そのためには自ら
に由って生きる能力を教育を通じて育成する必要があるからである O すでに説
明したように，自由社会が成立するための必要条件は，多くの人びとが自由人
間として生きていくことである O 自由人間とは自らに由って生きる能力を身に
付けた人間であるO そして自由人間がいなければ自由社会は成立しない。した
がって，自由社会における教育目的は，今までの議論の論理的帰結としてラ自
由人間すなわち主体性と創造力と愛情を実現できる能力を持った人間を多く育
てることにある O この教育目的の実現に失敗すれば自由社会は存続で、きない。
由人間の存在が自由社会が成立するための前提条件であるからである O 要す
71)多くの個人の相互作用が臨界状態を自己組織化して相転移する社会メカニズムに
ついては， Schelling， Thomas. c.，Micromotives and Macrobehavior， W. W. Nor-
ton， 1978 ; Kauffman， Stuart， At Home in the Universe : The Search lor Laws 01 
Selj三Organizationand Comlりlexity，Oxford University Press， 1995 ; Buchanan， 
Mark， Ubiquity， Broadway， 2002 ; Buchanan，抗ark，The Social Atom， Blooms-
bury， 2007，などを参照。
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るに，自由社会が成立し存続できるためには，個人個人が経験と学習を通じて
自ら人間として成長し続けること，つまり人間の本来性すなわち主体性と創造
力と愛情を実現しようと努力することが必要条件となるのである O ここに自由
社会において教育の役割が決定的に重要になってくる理由がある72)。
全体社会では，思考能力が奪われるだけではなく愛情も奪われることになる O
そして，愛情の代わりにルサンチマン(恨み，妬み，嫉妬，反感など生を否定
する感情)が人びとの心を支配するようになる。自由のない社会では思考能力
も育たないし愛情も育たない。なぜならば，思考能力が育つためには主体性と
創造力の実践が必要で、あり，そのためには個人に自由がなければできないから
であるO さらに，真の愛情は自立した対等な人間と人間の間に生まれるもので
あり，自由がなければ自立した対等な人間関係が育たないからである O お互い
を対等なパートナーとして認め合いリスベクトすることが愛情が生まれるため
の前提条件である O 上下関係が強制されている社会環境のなかでは真の愛情は
生まれない73)。したがって，自由社会では尊重され促進される主体性と創造
力と愛情の実現が，全体社会では単に軽視されるだけではなく否定されること
になる O さらに全体社会で、は個の全体への隷従が強制され，それに伴ってルサ
ンチマンや非人道的行為(イジメなど)が生まれやすい社会環境が形成され
る74)。したがって，全体社会の環境の中では，人間の生の本来性である主体
性と創造力と愛情を実現するのが一般に不可能になる。
72)教育哲学者ジョン・デューイは，民主主義における教育の役割，特に教育の目的
として個人の自発性と経験を通じた人間としての成長を最も重視しているO 彼の
教育哲学は本書で主張している自由社会における教育の役割と本費的に共通する
部分が多い。 Dewey，John， Exρerience and Education， The Macmillan Com“ 
pany， 1938; Dewey， John， Democracy and Education， Free Press， 1997; Dewey， 
John， HoUJ We Think， Dover Publishing， 1997，などを参照。
73)個の確立が恋愛が成立するための前提条件である。阿部謹也ff'ヨーロッパを見
る視角JI，岩波現代文庫， 2006年，参熊。
74) rアイヒマン実験(ミルグラム実験)Jおよび「スタンフォード監獄実験」と呼
ばれる心理実験によって，人は権威に対して従属することによって社会的責任を
放棄する傾向があること，権威によって思考停止に落ち込みやすいこと，権威の
助けを借りることによって超越的にふるまう(威張り散らす)傾向のあること，
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人間の本来性を実現できる社会が本来的社会である O したがって，上記の全
体社会と自由社会に関する比較に基づいて判断すると，人間の本来性である主
体性と創造力と愛情を実現できる本来的社会は全体社会ではなくて自由社会で、
ある，という結論になる O 個が全体に隷従する全体社会においては，主体性と
創造力と愛情は抑圧され，代わりに既成の精神構造を強制させられ，それに伴っ
て思考は停止し人びとの生は衰退する O すなわち，人びとの主体性と鎚造力と
愛情が衰退する。その結果，多くの人びとの自己喪失と生の衰退によって全体
社会は停滞し，息苦しさと閉塞感が社会を支配することになる O 他方，全体に
隷従することなく，自由主義的な歴史と伝統の背景にある精神構造の上に，個
人が独自の生を形成できる社会，お互いに対等な自立した人間として尊敬し愛
情を実現できる社会が自由社会である O 言い換えると，思考を通じた既成の精
神構造の自己変革すなわち自己創造を通じてお互いに成長できるダイナミック
な社会が自由社会である O 人間の本来的生の条件である主体性と創造力と愛情
を実現することができる社会が自由社会である O したがって，日本が再生する
ためには，個人の白己変革の広がりを通じて，全体社会から自由社会へと進化
して行くことが必要である O
5盟本書の盟的@構成@嬰皆
以上が本書の総論であるが，第 1章以後の各論に入る前に本書の目的と構成
と要旨を明確にしておく O
権威から名を借りて非人道的行為や非情な残虐行為を行いやすいこと，などが明
らかにされているO これらの心理実験は，人がいかに社会環境の影響を受けやす
いか，そして全体社会に取り込まれてしまうと自分で判断する能力をいかに容易
に失ってしまうか，を示しているO ミルグラム，スタンレー(山形浩生訳)， ij"服
従の心理dJ，河出書房新社， 2008年 Zimbardo.Philip. The Lucifer E.刀もct:
Understandiη:g How Good Peo戸leTurn Evil， Random House. 2007 ;藤井直敬，
Fソー シャルブレインズ、入門dJ，講談社現代新書， 2010年，参照。
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本書の自的
本書の目的は，第一に，日本が直面している危機の本質を明らかにすること
にある O そのためには，日本没落の青後にある硬産化した社会構造と精神構造
について分析する必要がある O その分析結果に基づいて，呂本再生のためにはヲ
個人と社会の自己変革が必要である理由を明確にする O 第二に，偶人と社会の
自己変革が目指すべき目標を明らかにすることにある O すなわち 9 個人が目指
すべき本来的人間存在とはなにか，社会が目指すべき本来的社会とはなにかヲ
その具体的な内容をできるだけ明確にする必要がある O なぜならば，これらの
向いに対する答えが分らなければ，日本再生へ向けての自標と道程を示すこと
ができないからである O 第三に，日本没落から学ぶべき教訓iを明らかにするこ
とにある O 日本没落の原因は普遍的なものであり，決して日本だけに限られた
特殊な問題ではない。したがってラ日本没落の原因と日本問題の本質を，人類
に対する普遍的な教訓として後生に伝えていく必要があるからである O
本蓄の構成
これらの目的を達成するために本書の各論を次のように構成する。第 1章で
は，過去の日本の繁栄と没落の歴史を振り返ると同時に，住本の政治@経済・
経営の構造問題について探究する O すなわち，第一に，戦後から1970年まで続
いた日本経済の奇跡的復興と繁栄の時代，第二に， 1970年代に加速し始めた行
政の肥大化・外延化と政官業の既得権益システム拡大の時代ヲ第三に， 1990年
のバブル崩壊に対応する政官業の失敗による「失われた20年」の時代，という
三つの期間に区分して過去を振り返る。そして70年代に始まった成長率の長期
下降トレンドを説明するためにラその背景にある政官業の失敗と日本の既得権
益構造について分析するO しかし，政官業の失敗と既得権益システムという表
層原悶の分析だけで思考停止していては，日本没落のより根源的な原因にたど
り着くことはできない。そこで，第2章以下では，日本没落の深層原国につい
て探究して行くことになるO
第2章では，日本没落の現実を踏まえた上で日本が直面する危機の本質につ
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いて考察する O すでに指摘した臼本のガラパゴス化問題のようにヲ日本が痘面
する危機の様々な側面を考察することによって日本没務の原国を明らかにす
るO 日本没落の原閣はラ政治家による内外政治の失敗や官僚による経済政策の
失敗や民間人による企業経営の失敗などの次元に止まるものではない。これら
現象の背景にある日本没落の深層原田はヲ人びとの精神構造の中に深く組
み込まれている全体主義的な精神構造，すなわち偶よりも全体を在倒的優位に
く硬産化した精神構造に見出すことができる O この硬直化した精神構造はヲ
人びとから自発的な思考能力を奪い取りヲ人間の本来的生の衰退すなわち主体
性と創造力と愛情の衰退をもたらしさらに変化する世界環境への適応障害を
引き起こしてきたのであるO 要するにラ日本没落の原因は単なる政治や経済や
経営の簡における諸問題より深い場所にあり，それは日本の硬直化した全体主
義的な精神構造が人びとから主体性と創造力と愛情を奪い取ることによって人
間としての生を衰退させてきたことにある O
第3章では，人間の精神活動をモデル化したニューラル@ネットワーク理論
に基づいて，本書の基礎理論である思考と精神構造の関係を説明する O 人間精
神の構造的特徴は，行動アウトプットの結果を評価して精神構造を修正する
フィードパック@メカニズムを持っている点にある O この構造的特徴がすべて
の人間の心理と行動の基礎にある O このモデルを使って，変化する世界環境の
中で，精神構造を自己変革し続ける能力としての思考の役割を明らかにする O
そしてヲわれわれは思考能力を活かすことによって，既存の精神構造を修正し，
覚的に新しい精神構造を創り上げることができることを示す。思考能力を最
限に活用して新しい世界環境に対応した新しい精神構造を創造していくこと
がヲ人間として生きていくために必要不可欠である O すなわち，意識的@反省
的@能動的な思考を通じた自己修正能力さらには自己創造能力が，世界内存在
として未来へ向けて投企しながら生きていく人間の条件なのであるO
第4章では，日本社会が直樹する諸問題について考察しそれらの背景にあ
る日本の精神構造について分析するO そこでは，マニュアル人間，組織人間，
大衆人間という概念を導入し，これらの人間としての存在様相の観点から，日
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本社会が車面している諸問題を分析する O マニュアル人間とはマニュアルがな
いと何もできない人間存在である O 組織人間とは組織を何よりも最優先する人
間存在である O 両者はともに自立牲に欠けた人間存在であり， 1国を全体に隷従
する全体社会を指向するO 両者の問題点は，独立自尊の精神の欠如と自己喪失
に伴う生の衰退である O 他方，大衆人間とはヲ自分がみんなと同じだと感ずる
ことを一向に苦とせずラそれどころか自分が他人と同じだということに喜びを
感じる人びとである O 大衆人間の問題点は，自己喪失に対する紡衛機制
(defense mechanism) としての歪んだ自己主張にある O ただしその自己主
張は自立した個人から生まれるのではなく，あくまで集団の中の一員としての
自己主張の形態に止まるO 大衆人間による歪んだ自己主張は，自立した個人の
自己表出とは本質的に異なり，それは大衆社会という新たな問題を生むことに
なる75)。
第5章では，われわれが創造すべき新しい精神構造とはなにか，という最も
重要な間いに対する答えを導き出す。この目的を達成するために，人間科学お
よび社会科学の研究成果に基づいて，生命とは何かという基本的問いから始め
て，脳を形成するニューロン回路の可変性・柔軟性や回帰的相互作用や自己組
織化などの特性について考察する O 次に，生命および脳機能の特性の視点から
人間の本性は何かと問う O これらの考察に基づいてヲ人間存在の本来性と非本
来性の問題について探究する O すなわち，人間 (thehuman being) とは現在
進行形の人間存在の在り方を意味するという存在論的認識に基づいて，人間の
存在様相の問題について探究する76)。言い換えると，根源的実在としての人
75)大衆社会の開題については，オルテガ・イ・ガセット(桑名一博訳)， ~大衆の反
逆Jl，白水Uブックス， 2009年;西部遇~大衆への反逆ゎ文塞春秋， 1983年，
を参照。自己喪失，自己分裂の開題については，外的自己と内的自己とに分裂し
た日本人の精神構造の規点から近代日本を分析した岸田秀~ものぐさ精神分析ゎ
中公文庫， 1982年を参照。日本人の精神構造を多重人格の病理の視点、から分析し
たものとして，中 Illi台~日本人はなぜ多重人格なのかJl，洋泉社， 1999年，を参
1177 η~o 
76) この問題を追究していくと，究極的にはく存在と時間〉の問題に言及しなければ
ならない。マルテイン・ハイデイガー(細谷貞雄訳)， ~存在と時間 U:: .下)Jl，
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間の生について探究する，ということになる77)O その結果，人間の生の本来
性を満たす必要条件は主体性と創造力と愛情の実現であり，日本人の存在様相
の中に観察されるマニュアル人間や組織人間や大衆人間という存在様式は，人
間の生の本来性条件を満たしていない非本来的な存在様式であることを明らか
にする O
第6章では，人間の本来性すなわち主体性と創造力と愛情を実現できる社会
が本来的社会であり，そのような本来的社会とは自由社会にほかならないこと
を示す。ここでラ思考と精神構造の関係はヲパロールとラングの関係さらには
個人と社会の関係と同じ構造を持っていることを明らかにする O これら三つの
関係に共通する特徴は，フィードパック・メカニズムを通じて自己創造できる
ダイナミックな構造になっているという点にある O このフィードバック・メカ
ニズムによって，思考は精神構造に依存していると同時に精神構造を修正する
ことができるように，またパロールがラングに依存していると同時にラングを
修正することができるように，個人も社会に依存していると同時に社会を修正
することができるのであるO 世間に隷従することなく，日立した個人から成る
社会という基礎の上に個人が独自の生を形成できるような本来的社会，お互い
に自立した人間として尊敬し愛情を実現できる本来的社会が自由社会である O
このように自由社会とは自己創造を通じてお互いに人間として成長できるダイ
ナミックな社会であることを明らかにする O
終章では，各章の分析結果に基づいて本書の結論をまとめるO 日本没落の深
層原因は全体主義的な精神構造であり，それが独立自尊の精神に欠けた個人と
多様性に欠けた中央集権的な社会構造を作り出した。全体主義的な精神構造と
ちくま学芸文庫， 1994年;木田元 1ハイデガー『存在と時間』の構築J]，岩波現
代文庫， 2000年;木田元 1ハイデガーゎ岩波現代文庫， 2001年，などを参照。
77) r根源的実在としての人間の生 (humanlife as the radical and primordial real-
ity) J という認識は，オルテガ哲学の基本であり出発点でもある o Gonzalez， 
Pedro Blas， Ortega y Gasset 'sPhilosoρhy 01 Subjectivity， Paragon House， 2005 ; 
Tuttle， Howard N.， Human Lile is Radical Rωlity， Peter Lang PU blishing， 
2005，などを参照。
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日本は没落の危機に藍面している。自 の原田は政治戦略や経済政策や
経営の失敗の次元に止まるものではない。確かに日本没落の背景には政
治@経済@経営の失敗の結果である硬藍的な社会構造ヲすなわち政官業の既得
権益システムの拡大によって活力を失った社会構造があるO しかし，硬直的で
活力を失った社会構造の青景にはヲ個よりも全体を圧倒的な優位に罷く全体主
義的な精神構造がある O この全体主義的な精神構造が人びとから独立自尊の精
神と思考能力を奪うことによってラ人間本来の生すなわち主体性と創造力と愛
情の衰退をもたらした。そのような精神構造が日本没落の深属原因である O 要
するに 9 日本没落の背景には全体主義的な精神構造が引き起こした人間本来の
生の衰退がある O さらにヲ日本没落という出来事によって人びとの生がさらな
る衰退の危機に直面するという悪循環に陥っている O
日本を再生するためには，日本人一人ひとりが人間本来の生すなわち主体性
と創造力と愛情を自らの手で取り戻すことによってラこの悪循環を断ち切る必
要がある O そのためには，われわれ一人ひとりが独立自尊の精神を持って，そ
して思考能力を最大限に発揮することによってヲ人間本来の生を取り戻さなけ
ればならない。同時に，人間本来の生すなわち主体性と創造力と愛情を活かす
ことができる本来的社会の実現を目指して，個人と社会の自己変革に同時に取
り組まなければならない。それは条件反射的な精神構造から脱却し，思考能力
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を備えたメタ精神構造へとわれわれ自身が成長することを意味する O それは，
われわれ一人ひとりが主体性と創造力と愛情を実現するために意識的，反省的ヲ
そして能動的に行動することを意味する。それは，人びとが対話を通じて本来
的社会についての共通了解を構築することを意味するO そして，それはB本が
全体社会から自由社会へと進化することを意味する O
